
「第８次京都府保健医療計画等の施行にあたっての要望事項」要旨

　
人
の
噂
は

噂
で
し
か
な

い
が
、
火
の

な
い
と
こ
ろ

に
煙
は
立
た
な
い
。
今
ち
ま
た

で
人
気
の
ウ
ェ
ブ
漫
画
『
脳
外

科
医 

竹
田
く
ん
』
を
ご
存
じ

だ
ろ
う
か
。
病
院
あ
る
あ
る
で

は
済
ま
さ
れ
な
い
内
容
。
医
療

過
誤
を
繰
り
返
す
若
い
医
師
と

彼
を
取
り
巻
く
環
境
、
状
況
を

笑
い
飛
ば
せ
な
い
。
医
療
過
誤

は
起
こ
ら
な
い
こ
と
が
一
番
い

い
。
し
か
し
医
師
を
取
り
巻
く

環
境
も
含
め
、
残
念
な
が
ら
起

こ
っ
て
し
ま
え
ば
ど
う
す
べ
き

な
の
か
。
も
う
十
数
年
以
上
、

医
療
安
全
に
携
わ
っ
て
い
る
私

も
改
め
て
考
え
直
し
て
し
ま
う

▼
生
成
Ａ
Ｉ
が
こ
こ
2
年
で
急

激
に
進
ん
で
い
る
。
医
療
の
診

断
・
検
査
・
手
術
・
投
薬
・
治

療
の
重
大
な
方
針
決
定
に
関
係

し
て
く
る
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。
自
動
車
運
転
の
全
自
動

も
ほ
ぼ
可
能
に
な
っ
て
き
た
ら

し
い
。
た
だ
し
1
0
0
％
の
安

全
は
ま
だ
あ
り
得
な
い
。
わ
ず

か
な
偶
然
・
誤
動
作
が
起
き
な

い
と
は
限
ら
な
い
。
そ
の
時
、

被
害
者
や
そ
の
家
族
は
仕
方
な

い
と
簡
単
に
納
得
で
き
る
だ
ろ

う
か
▼
Ａ
Ｉ
の
回
答
は
与
え
ら

れ
た
質
問
に
関
連
性
が
あ
り
、

正
確
率
の
高
い
も
の
か
ら
選
ば

れ
て
い
る
と
い
う
。
自
分
が
Ａ

Ｉ
で
運
転
し
た
時
に
例
外
的
な

事
象
に
遭
遇
し
た
ら
、
そ
の
責

任
を
法
的
に
も
解
決
で
き
る
の

か
。
Ａ
Ｉ
に
責
任
転
嫁
し
て
し

ま
え
る
時
代
を
待
つ
前
に
、
今

の
政
治
家
の
裏
金
問
題
も
、
解

決
策
を
Ａ
Ｉ
に
質
問
す
れ
ば
い

い
。
国
民
も
納
得
で
き
る
最
善

の
答
え
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
出

し
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

長
々
と
国
会
で
議
論
す
る
問
題

と
は
到
底
思
え
な
い
。 

（
名
）

　
マ
イ
ナ
保
険
証

に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

は
相
変
わ
ら
ず
多

数
発
生
し
て
お

り
、
利
用
率
も
低

迷
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
6
月
4
日
の
武
見
厚

労
大
臣
の
記
者
会
見
で
「
直
近

の
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率

は
、
全
体
が
4
月
時
点
で
6
・

56
％
、
国
家
公
務
員
共
済
で
は

3
月
時
点
で
5
・
73
％
、
厚
労

省
本
省
で
約
13
％
で
あ
り
、
着

実
に
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
さ
ら
な
る
底
上
げ
が
必

要
で
す
。
そ
の
た
め
5
月
か
ら

7
月
ま
で
『
マ
イ
ナ
保
険
証
利

用
促
進
集
中
取
組
月
間
』
と
し

て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
」
と

発
言
。
と
は
い
い
な
が
ら
4
月

18
日
の
参
院
厚
労
委
員
会
で
、

現
行
保
険
証
は
「
マ
イ
ナ
保
険

証
利
用
率
と
関
係
な
く
12
月
に

廃
止
す
る
」と
答
弁
し
て
い
る
。

　
一
方
で
河
野
デ
ジ
タ
ル
大
臣

は
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
が
進

ま
な
い
の
は
医
療
機
関
側
に
責

任
が
あ
る
と
発
言
。
自
民
党
国

会
議
員
に
対
し
、
マ
イ
ナ
保
険

証
の
利
用
が
で
き
な
い
医
療
機

関
を
「
通
報
」
す
る
よ
う
議
員

の
支
援
者
に
呼
び
か
け
る
要
請

文
書
を
配
布
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
6
月
6
日

の
テ
レ
ビ
朝
日
の
報
道
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
、
現
行
の
保
険
証
と

マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て
解
説

し
た
後
の
患
者
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
、
1
人
は
保
険
証
だ

け
で
受
診
し
た
ら
マ
イ
ナ
保
険

証
で
受
診
し
た
人
が
優
先
さ
れ

不
公
平
感
を
訴
え
て
い
た
。
ま

た
、
も
う
1
人
は
処
方
箋
と
保

険
証
で
薬
局
に
行
っ
た
と
こ
ろ

保
険
証
で
は
な
く
マ
イ
ナ
カ
ー

ド
の
提
出
を
求
め
ら
れ
た
が
、

ま
だ
保
険
証
と
の
紐
付
け
が
な

さ
れ
て
な
か
っ
た
た
め
半
ば
強

制
的
に
紐
付
け
さ
れ
た
と
怒
り

を
述
べ
て
い
た
。

　
保
険
証
の
種
類
に
よ
っ
て
差

別
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
の
か

と
考
え
る
と
、
マ
イ
ナ
保
険
証

の
利
用
人
数
の
増
加
に
応
じ
て

最
大
で
診
療
所
10
万
円
、
病
院

20
万
円
を
一
時
金
と
し
て
支
給

さ
れ
る
こ
と
が
要
因
の
一
つ
に

あ
る
の
で
は
と
思
う
。

　
協
会
は
5
月
14
日
に
談
話

「
医
療
機
関
へ
の
責
任
転
嫁
を

や
め
保
険
証
の
存
続
を
」
を
公

表
し
た
。
引
き
続
き
署
名
活
動

を
行
っ
て
い
く
。
会
員
各
位
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　
ま
た
、
今
回
の
診
療
報
酬
改

定
を
含
め
、
会
員
の
た
め
に
な

る
情
報
提
供
を
行
い
た
い
。
疑

問
点
な
ど
が
あ
れ
ば
何
で
も
お

気
軽
に
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
。

　
保
険
証
存
続
を
求
め
る
運
動

で
、
弁
護
士
会
と
保
険
医
協
会

と
の
協
力
関
係
が
各
地
で
進
ん

で
い
る
。

　
日
本
弁
護
士
連
合
会
は
昨
年

11
月
14
日
、「
マ
イ
ナ
保
険
証

へ
の
原
則
一
本
化
方
針
を
撤
回

し
、
現
行
保
険
証
の
発
行
存
続

を
求
め
る
意
見
書
」
を
発
出
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得

は
任
意
の
原
則
に
反
し
、
特
に

高
齢
者
や
障
害
者
に
申
請
行
為

な
ど
を
課
し
て
保
険
医
療
を
受

け
る
権
利
の
水
準
を
低
下
さ
せ

る
な
ど
数
々
の
弊
害
が
発
生
す

る
と
し
、
現
行
保
険
証
の
発
行

存
続
を
求
め
て
い
る
。

　
6
月
6
日
、
保
団
連
主
催
で

開
催
さ
れ
た
保
険
証
の
存
続
を

求
め
る
国
会
内
集
会
へ
も
日
弁

連
副
会
長
、
埼
玉
弁
護
士
会
会

長
が
出
席
し
て
連
帯
を
訴
え
た
。

　
同
日
、
京
都
で
連
携
し
た
取

り
組
み
を
呼
び
か
け
る
た
め
鈴

木
理
事
長
が
京
都
弁
護
士
会
の

岡
田
一
毅
会
長
と
懇
談
。
岡
田

会
長
と
は
日
弁
連
の
方
針
も
踏

ま
え
て
協
会
と
マ
イ
ナ
保
険
証

問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
を
具

体
化
す
べ
く
協
力
す
る
こ
と
で

一
致
し
た
。

　
協
会
は
京
都
府
に
「
第
8
次

京
都
府
保
健
医
療
計
画
等
の
施

行
に
あ
た
っ
て
の
要
望
事
項
」

（
要
旨
別
掲
）
を
6
月
5
日
に

提
出
し
、
担
当
課
と
懇
談
し

た
。
協
会
か
ら
は
吉
中
理
事
と

事
務
局
2
人
が
参
加
。
京
都
府

か
ら
は
健
康
対
策
課
、
医
療

課
、
医
療
保
険
政
策
課
、
健
康

福
祉
総
務
課
の
4
課
の
6
人
が

対
応
し
た
。

　
京
都
府
は
4
月
か
ら
6
年
間

を
計
画
期
間
と
す
る
「
保
健
医

療
計
画
」
や
「
感
染
症
予
防
計

画
」「
中
期
的
な
医
療
費
の
推

移
に
関
す
る
見
通
し
」「
国
民

健
康
保
険
運
営
方
針
」
を
策

定
・
施
行
し
て
い
る
。
国
は
地

域
医
療
構
想
や
医
師
偏
在
指
標

保険証存続に向け協議

府
民
の
生
命
・
健
康
守
る
医
療
政
策
を

�

医
療
計
画
等
で
京
都
府
に
要
望

１．改正感染症法に基づく感染症予防計画に関する事項
①いかなる事態にあっても確実に医療保障できる体制を目指し、コロナ禍での「留め置き」
問題を検証・総括し公表すること②保健所等の機能強化を図ること③コロナウイルス感染症
発生状況の発表継続、死亡例を調査・把握し発表すること④医療措置協定に関する数値目標
を一層拡大すること⑤第２種協定締結医療機関への一層の財政・物資等の支援拡充について
国へ要請すること
２．医療計画、医師確保計画等に関する事項
①財務省が主張する「地域別単価」や自由開業・自由標榜規制に反対すること②国が用いる
医療需要推計は地域ごとの社会経済的状況や住民の生活実態を踏まえたものとは言えないた
め府独自の推計を実施すること③医師偏在指標の見直しを国に求めること④医師多数都道府
県で医学部臨時定員枠を認めない議論に反対すること⑤医師の働き方改革に関し府内病院の
状況を把握し国に提言すること⑥地域医療構想を国が求める地域医療改変の道具としないよ
うにすること
３．社会保険制度、とりわけ国民健康保険制度に関する事項
①府として国保を守る明確なビジョンを示すこと②国保への公費支援を増額し、国庫負担割
合の引き上げを求めること③税機構による国保料徴収を中止し市町村の滞納相談機能を復活
させること④健康保険証廃止に反対し、次善策として資格確認証交付は全被保険者に職権で
行うよう市町村に要請すること⑤長期収載医薬品の選定療養化の中止を国に求めること、等
４．社会保障で幸せになれる国をめざすための事項
①自助・共助・公助ではなく、社会保障本来の権利性と公的責任を明確化する「社会保障基
本法」制定を国に求めること②財務省が求める「医療費総額管理」ではなく、「量出制入」の
原則で政策を行うこと

　
右
京
・
乙
訓
医
師
会
選
出

の
代
議
員
・
予
備
代
議
員
に

欠
員
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
れ

に
と
も
な
い
京
都
府
保
険
医

協
会
選
挙
規
定
第
32
条
1
項

に
よ
り
、
代
議
員
・
予
備
代

議
員
の
補
欠
選
挙
の
公
示
を

次
の
通
り
行
い
ま
す
。

　
▽
公
示
日
＝
2
0
2
4
年

6
月
25
日
（
火
）

　
▽
締
切
日
時
＝
7
月
2
日

（
火
）
16
時

　
▽
定　
員

　
【
右
京
】
予
備
代
議
員
1

人
　
【
乙
訓
】
代
議
員
3
人
、

予
備
代
議
員
4
人

　
▽
任　
期
＝
25
年
4
月
30

日
ま
で

　
▽
立
候
補
届
出
方
法
＝
立

候
補
さ
れ
る
方
は
所
定
の

「
立
候
補
届
出
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
・
押
印
の
う

え
、
締
切
期
日
ま
で
に
当
該

医
師
会
長
ま
た
は
協
会
事
務

局
気
付
、
京
都
府
保
険
医
協

会
代
議
員
会
議
長
ま
で
ご
提

出
下
さ
い
。

　
立
候
補
届
出
書
は
協
会
事

務
局
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

ま
た
当
該
医
師
会
長
宛
に
も

送
付
し
て
い
ま
す
。

代
議
員
・予
備
代
議
員 

補
選
の
公
示

右
京
・
乙
訓

を
用
い
て
「
医
療
費
の
地
域
差

縮
減
」
を
都
道
府
県
に
実
行
さ

せ
て
い
る
。
国
が
こ
う
し
た
政

策
を
専
ら
医
療
費
適
正
化
（
＝

抑
制
）
を
目
標
と
し
て
推
進
し

て
い
る
こ
と
に
対
し
、
京
都
府

に
は
府
民
の
生
命
・
健
康
を
守

る
立
場
か
ら
医
療
政
策
を
行
う

よ
う
要
望
し
た
。

京都弁護士会の岡田会長と懇談

岡
田
会
長（
左
）と

鈴
木
理
事
長

府
担
当
者（
左
）に
要
望
す
る

吉
中
理
事

マ
イ
ナ
保
険
証
医
療
現
場
で
混
乱

保
険
証
の
種
類
で
差
別
許
さ
れ
ぬ

2 0 2 4 年 （令和 6年） 6 月 2 5 日 第 3 1 7 2 号京 都 保 険 医 新 聞（ 1 ） 毎月10日・25日発行

主な内容
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（
２
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セ
ミ
ナ
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医
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費
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制
の
地
域
医
療
構
想�

（
４
面
）



　
会
員
の
皆
さ
ま
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
流
行
と
出
生
数
の
激
減

で
外
来
患
者
が
減
っ
て
い
る
の

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
の
臨
時

的
な
加
算
が
た
く
さ
ん
つ
い
た

お
か
げ
で
、
発
熱
外
来
を
し
て

い
た
医
療
機
関
は
保
険
点
数
が

新
型
コ
ロ
ナ
前
よ
り
も
増
え
て

い
た
こ
と
を
経
験
さ
れ
て
い
た

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
関
連
の
加
算
も
徐
々
に

減
っ
て
い
き
、
つ
い
に
今
回
の

改
定
で
は
、
今
ま
で
小
児
科
外

来
診
療
料
を
請
求
時
で
も
算
定

可
能
で
あ
っ
たSA

R
S－

C
O
V
－
2

抗
原
定
性
が
算
定

不
可
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。実
は
、こ
れ
ま
でSA

R
S－

C
O
V
－
2

抗
原
定
性
の
み
な

ら
ず
、SA

R
S－C

O
V
－
2

・

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
抗
原
同
時
検

出
定
性
とSA

R
S－C

O
V
－

2
・
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
抗
原
同
時

検
出
定
性
も
、
小
児
科
外
来
診

療
料
を
請
求
時
で
も
算
定
可
能

で
あ
っ
た
こ
と
で
、
非
常
に
診

療
に
幅
が
出
て
い
た
の
が
、
算

定
不
可
に
な
っ
て
し
ま
い
、
残

念
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
改
定
の
評
価
で
き
る
点
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
小
児
特
定
疾
患
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
料
の
増
点
で
す
。
初
回

は
8
0
0
点
に
な
り
、
ま
た
4

年
ま
で
算
定
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
過
去
に
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
受
け
た
症
状
お
よ

び
疾
病
な
ど
に
か
か
る
治
療
が

終
了
後
、
再
度
治
療
が
終
了
し

た
症
状
お
よ
び
疾
病
等
と
異
な

る
症
状
お
よ
び
疾
病
に
よ
り
受

診
し
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受

け
る
必
要
が
あ
る
と
医
師
が
判

断
す
る
場
合
に
は
、
再
度
初
回

の
8
0
0
点
か
ら
算
定
可
能
と

の
連
絡
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
い
っ
た
ん
良
く

な
っ
て
も
、
年
代
に
よ
っ
て
別

の
問
題
が
起
こ
り
、
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
再
度
始
め
る
こ
と
は

よ
く
あ
り
ま
す
。
点
数
ア
ッ
プ

と
期
間
延
長
に
、
再
開
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
も
認
め
ら
れ
た
の

は
、
こ
こ
ろ
の
問
題
に
対
応
す

る
医
療
の
重
要
性
を
保
険
診
療

で
認
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、

評
価
で
き
る
内
容
で
す
。

　
次
に
、
小
児
科
で
も
算
定
で

き
る
新
し
い
加
算
が
い
く
つ
か

あ
る
の
も
評
価
で
き
ま
す
。
医

療
情
報
取
得
加
算
、
医
療
Ｄ
Ｘ

　
協
会
は
今
次
改
定
で
新
設
さ

れ
た
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の

学
習
会
を
ウ
ェ
ブ
併
用
で
5
月

30
日
に
開
催
し
た
。
参
加
は

ウ
ェ
ブ
57
端
末
、
会
場
5
人
。

　
学
習
会
は
主
に
医
院
向
け
と

し
3
部
構
成
で
実
施
。
ま
ず
協

会
事
務
局
が
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評

価
料
の
基
礎
知
識
を
解
説
し

た
。
評
価
料
（
Ⅰ
）
の
届
出
書

類
の
作
成
や
届
出
方
法
は
、
厚

生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
資
料
を
用
い

て
説
明
。
実
際
に
入
力
す
る
項

目
等
を
案
内
し
た
。

　
次
に
桂
好
志
郎
・
社
会
保
険

労
務
士
が
、「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

評
価
料
届
出
に
係
る
労
働
法

上
の
留
意
点
」（
本
紙
第
3
1

7
0
号
掲
載
）
を
用
い
て
、
定

期
昇
給
と
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
違

い
、
労
働
契
約
を
変
更
す
る
場

合
の
留
意
点
、
労
働
条
件
通
知

書
と
就
業
規
則
の
重
要
性
を
説

明
し
た
。
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価

料
の
施
設
基
準
に
労
働
基
準
法

等
の
順
守
が
明
記
さ
れ
て
い
る

と
し
、
労
働
条
件
の
変
更
を
め

ぐ
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
使
用
者
と
ス
タ
ッ
フ

で
十
分
に
話
し
合
う
こ
と
が
重

要
と
強
調
し
た
。

　
続
け
て
、
廣
井
増
生
・
税
理

士
が
賃
上
げ
促
進
税
制
の
制
度

概
要
を
説
明
。
今
回
の
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
評
価
料
と
併
せ
た
活
用

で
大
き
な
節
税
効
果
が
あ
る
と

し
た
。
ま
た
、
日
頃
医
院
か
ら

寄
せ
ら
れ
る
経
営
関
係
、
特
に

雇
用
関
連
の
相
談
事
例
を
紹
介

し
、
給
与
の
充
実
は
大
変
重
要

だ
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
要
望
は
そ

れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
た

め
、
日
頃
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
肝
要
と
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
。
さ
ら
に
、
賃
上
げ
税
制

で
は
教
育
訓
練
費
が
一
定
額
以

上
増
加
し
た
場
合
に
税
額
控
除

率
の
上
乗
せ
が
で
き
、
有
料
の

外
部
研
修
な
ど
に
参
加
し
た
場

合
に
対
象
と
な
る
と
解
説
。
協

会
の
接
遇
マ
ナ
ー
研
修
会
も
対

象
で
あ
り
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
ほ

し
い
と
案
内
し
た
。（
関
連
4

面
）

　
最
後
に
協
会
事
務
局
か
ら
、

今
回
の
学
習
会
を
評
価
料
の
届

出
の
判
断
の
一
助
に
し
て
も
ら

い
た
い
と
述
べ
、
協
会
は
必
ず

し
も
評
価
料
の
届
出
を
推
奨
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
医
院

の
実
情
に
合
わ
せ
て
判
断
い
た

だ
き
た
い
と
締
め
く
く
っ
た
。

　
Ａ
4
0
0
短
期
滞
在
手
術
等

基
本
料
1
（
日
帰
り
の
場
合
）、

水
晶
体
再
建
術
に
お
い
て
入
院

以
外
で
麻
酔
を
伴
う
手
術
を

行
っ
た
場
合
以
外
で
は
1
3
5

9
点
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
も
と

も
と
2
7
1
8
点
で
あ
っ
た
も

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
半
額
に

な
っ
た
。

　
Ａ
4
0
0
短
期
滞
在
手
術
等

基
本
料
3
が
両
眼
と
片
眼
に
分

か
れ
た
。
こ
れ
は
も
と
も
と
日

本
眼
科
医
会
が
要
望
し
て
い
た

も
の
で
あ
る
。
2
0
2
2
年
度

改
定
で
は
両
眼
で
マ
イ
ナ
ス

6
・
6
％
の
減
額
、
片
眼
で
マ

イ
ナ
ス
10
・
0
％
の
減
額
で

あ
っ
た
が
、
今
次
改
定
で
は
両

眼
マ
イ
ナ
ス
1
・
3
％
減
額
、

片
眼
マ
イ
ナ
ス
2
・
4
％
減
額

と
な
っ
た
。
減
額
幅
は
少
々
減

少
し
た
と
も
言
え
る
。

　
こ
の
改
定
に
よ
り
、
短
期
滞

在
手
術
等
基
本
料
3
の
水
晶
体

再
建
術
（
眼
内
レ
ン
ズ
挿
入
）

の
医
療
費
は
年
間
4
億
円
の
減

額
と
な
る
試
算
が
あ
る
。

　
眼
底
三
次
元
画
像
解
析
が
2

0
0
点
か
ら
1
9
0
点
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
。
こ
の
引
き
下
げ

は
一
般
開
業
医
に
と
っ
て
は
大

き
な
打
撃
に
な
る
。
眼
底
三
次

元
画
像
解
析
は
2
0
0
8
年
か

ら
16
年
間
ず
っ
と
2
0
0
点
で

あ
っ
た
。
昨
今
の
機
器
の
普
及

に
よ
り
、
2
0
2
2
年
で
は
年

間
医
療
費
が
4
0
0
億
円
に
ま

で
膨
れ
上
が
っ
た
こ
と
が
引
き

下
げ
ら
れ
た
一
因
と
の
見
方
が

ン
ザ
感
染
が
疑
わ
れ
る
患
者
で

は
算
定
で
き
な
い
の
は
、
今
ま

で
も
お
か
し
い
決
ま
り
と
感
じ

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
さ
ら
に

新
型
コ
ロ
ナ
の
患
者
ま
た
は
新

型
コ
ロ
ナ
が
疑
わ
れ
る
患
者
に

つ
い
て
も
算
定
で
き
な
く
な
っ

た
の
は
大
問
題
で
し
ょ
う
。
毎

回
新
た
な
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を

加
え
て
い
く
な
ら
、
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
を
疑
わ
れ
る
全
て
の
患

者
で
は
算
定
で
き
な
く
な
り
、

こ
の
加
算
は
誰
も
算
定
で
き
な

く
な
る
で
し
ょ
う
。
全
く
医
療

を
分
か
っ
て
い
な
い
人
が
作
成

し
て
い
る
と
し
か
思
え
ま
せ

ん
。
対
抗
す
る
に
は
、
ウ
イ
ル

ス
感
染
を
疑
っ
て
も
病
名
に
は

付
け
な
い
で
、
小
児
抗
菌
薬
適

正
使
用
支
援
加
算
を
算
定
す
る

こ
と
で
す
。

手
術
実
施
の
医
院
で
減
収
影
響

眼　
科

辻　

俊
明

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
料
が
増
点

小
児
科

松
尾　

敏

あ
る
。
今
回
の
引
き
下
げ
で
年

間
20
億
円
の
眼
科
医
療
費
が
削

減
さ
れ
る
と
い
う
試
算
が
あ
る
。

　
眼
球
内
容
除
去
術
な
ど
七
つ

の
手
術
で
診
療
報
酬
は
引
き
上

げ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

は
日
本
全
国
で
も
年
間
数
千
件

し
か
な
さ
れ
て
い
な
い
手
術
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
点
数
が
上

が
っ
た
手
術
に
よ
り
増
加
す
る

眼
科
の
医
療
費
は
ご
く
わ
ず
か

で
あ
る
。

　
診
療
報
酬
が
上
が
っ
た
注
射

も
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
に
よ
り

増
加
す
る
眼
科
の
医
療
費
は
ご

く
わ
ず
か
で
あ
る
。

　
Ｄ
Ｐ
Ｃ
も
短
期
滞
在
手
術
等

基
本
料
3
も
包
括
医
療
で
あ

る
。
こ
れ
ら
が
引
き
下
げ
ら
れ

る
と
、
そ
れ
を
補
う
た
め
に
医

療
機
関
は
人
件
費
を
下
げ
る
な

ど
の
経
営
努
力
を
強
い
ら
れ
る
。

　
短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料
3

の
水
晶
体
再
建
術
を
算
定
し
て

い
る
の
は
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
以
外
の
小

規
模
病
院
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

病
院
を
受
診
す
る
の
は
、
①
通

院
治
療
で
き
る
病
院
が
近
隣
に

な
い
②
高
齢
の
た
め
全
身
合
併

症
が
あ
り
、
手
術
の
際
は
他
科

の
併
診
が
必
要
③
独
居
で
あ

り
、
付
き
添
い
が
い
な
い
た
め

通
院
が
で
き
な
い
―
な
ど
の
患

者
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
患
者
を

受
け
入
れ
て
い
る
地
方
の
病
院

は
不
採
算
の
た
め
に
手
術
を
止

め
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い

込
ま
れ
る
可
能
性
が
危
惧
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
医
学
的
・
社
会

的
に
白
内
障
の
入
院
手
術
の
必

要
性
が
あ
る
患
者
を
受
け
入
れ

て
い
る
地
方
の
病
院
に
痛
手
が

大
き
い
の
で
あ
る
。

　
政
府
は
病
床
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
強
め
る
地
域
医
療
構
想
を
推

し
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
同

基
本
料
3
の
改
定
は
政
府
の
思

惑
と
連
動
し
て
い
る
と
考
え
る

こ
と
も
で
き
る
。

医院の実情に合わせて届出を
ベースアップ評価料学習会

講師の桂氏（上）
廣井氏（下）

推
進
体
制
整
備
加
算
、
外
来
感

染
対
策
向
上
加
算
に
加
え
、
発

熱
患
者
等
対
応
加
算
、
抗
菌
薬

適
正
使
用
体
制
加
算
な
ど
が
新

た
に
算
定
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
算
定
条
件

は
複
雑
な
も
の
も
あ
り
ま
す

が
、
小
児
科
外
来
診
療
料
で
も

算
定
可
能
な
点
は
評
価
で
き
ま

す
。
コ
ロ
ナ
の
加
点
点
数
と
比

べ
る
と
少
な
い
加
点
で
す
が
、

評
価
で
き
ま
す
。

　
問
題
点
は
複
雑
す
ぎ
る
算
定

要
件
の
も
の
が
多
い
こ
と
で

す
。
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
は

そ
の
最
た
る
も
の
で
す
が
、
私

に
は
解
説
は
不
可
能
で
す
。
ま

た
、
小
児
抗
菌
薬
適
正
使
用
支

援
加
算
の
算
定
に
イ
ン
フ
ル
エ

診療報酬
改定
こうみる6

2024

こ
の
連
載
の
こ
れ
ま
で
の
分
は
こ
ち
ら
か
ら
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〈
24
年
度
改
定
関
連
〉

3
疾
患
以
外
の
対
象
特
定
疾
患
が
あ
る
患
者 500500

本紙3170号に署名用紙を同封しました。本紙3170号に署名用紙を同封しました。
署名用紙の追加は協会にお申し出下さい。署名用紙の追加は協会にお申し出下さい。

Ｑ
、
特
定
疾
患
療
養
管
理
料

の
対
象
疾
患
か
ら
、
糖
尿
病
・

脂
質
異
常
症
・
高
血
圧
症
が
除

外
さ
れ
た
が
、
当
該
3
疾
患
以

外
の
対
象
特
定
疾
患
も
主
病
と

し
て
併
せ
て
管
理
を
行
っ
て
い

る
患
者
に
は
、
生
活
習
慣
病
管

理
料
で
は
な
く
、
引
き
続
き
特

定
疾
患
療
養
管
理
料
を
算
定
で

き
る
か
。

Ａ
、
算
定
で
き
ま
す
。
特
定

疾
患
療
養
管
理
料
の
対
象
疾
患

を
定
め
た
特
掲
診
療
料
の
施
設

基
準
等
別
表
第
1
（『
社
会
保

険
診
療
提
要
』
2
0
2
4
年
版

2
4
2
頁
）
に
掲
げ
る
疾
患
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

で
、
そ
の
疾
患
を
主
病
と
し
て

併
せ
て
管
理
を
行
っ
て
い
る
場

合
は
、
引
き
続
き
算
定
可
能
で

や
さ
し
い

電
子
帳
簿
保
存
法
対
応
入
門

2

全
て
の
事
業
者
が

対
象

　
全
て
の
事
業
者
を
対
象
に
、

電
子
取
引
デ
ー
タ
の
電
子
保
存

が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

の
1
月
か
ら
で
す
。
こ
れ
は
大

変
な
こ
と
で
す
が
、
驚
く
の
は

ま
だ
早
い
。「
電
子
保
存
」
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
電
子

取
引
を
行
っ
た
場
合
に
限
っ
て

で
す
。
で
は
、
電
子
取
引
と
は

何
を
指
す
の
か
、
そ
れ
が
問
題

で
す
。

　
電
子
取
引
と
は
「
取
引
情
報

の
授
受
を
電
磁
的
方
式
に
よ
り

行
う
取
引
」（
電
子
帳
簿
保
存

法
2
条
5
号
）
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
Ｅ
Ｄ
Ｉ
取

引（
電
子
商
取
引
）、イ
ン
タ
ー

税理士 税理士 岡田 俊明岡田 俊明

DXDXの波
税 務 編
その対応法

ネ
ッ
ト
に
よ
る
取
引
、
電
子

メ
ー
ル
に
よ
り
取
引
情
報
を
授

受
す
る
取
引
（
添
付
フ
ァ
イ
ル

に
よ
る
場
合
を
含
む
）、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
サ
イ
ト
を
設

け
そ
の
サ
イ
ト
を
通
じ
て
取
引

情
報
を
授
受
す
る
取
引
等
が
該

当
し
ま
す
。そ
れ
で
は
、取
引
情

報
と
は
何
を
指
す
の
か
と
い
う

と
、「
取
引
に
関
し
て
受
領
し
、

ま
た
は
交
付
す
る
注
文
書
、
契

約
書
、
送
り
状
、
領
収
書
、
見

積
書
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る

書
類
に
通
常
記
載
さ
れ
る
事

項
」と
さ
れ
て
い
ま
す（
同
条
）。

　
こ
う
し
た
帳
票
が
電
子
デ
ー

タ
と
し
て
授
受
し
て
い
る
場
合

が
該
当
し
、
全
て
の
取
引
が
紙

で
行
わ
れ
て
い
る
な
ら
関
係
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

業
務
上
の

電
子
取
引
と
は

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。
電
子
メ
ー
ル
や

フ
ァ
ク
ス
で
取
引
し
て
い
ま
せ

ん
か
。
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
や

○
○
Ｐ
ａ
ｙ
で
の
決
済
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
思
い
当
た
る
も

の
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
電
子
メ
ー
ル
で
受
信
し
た
場

合
を
例
に
と
り
ま
す
。
電
子

デ
ー
タ
（
電
磁
的
記
録
）
で
保

存
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
電
子

メ
ー
ル
本
文
に
取
引
情
報
が
記

載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
そ
の
電

子
メ
ー
ル
自
体
を
、
電
子
メ
ー

ル
に
取
引
情
報
（
領
収
書
等
）

が
フ
ァ
イ
ル
添
付
さ
れ
て
い
る

場
合
は
そ
の
添
付
フ
ァ
イ
ル

を
、
そ
れ
ぞ
れ
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス

ク
、
コ
ン
パ
ク
ト
デ
ィ
ス
ク
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
磁
気
テ
ー
プ
、
ク
ラ

ウ
ド
（
ス
ト
レ
ー
ジ
）
サ
ー
ビ

ス
等
に
記
録
・
保
存
す
る
状
態

に
す
る
こ
と
で
す
（
保
存
媒
体

に
つ
い
て
の
定
め
は
あ
り
ま
せ

ん
）。 24

年
7
月

理
事
会
の
開
催

第
4
回
理
事
会

7
月
9
日
（
火
）
14
時
〜

第
5
回
理
事
会

7
月
23
日
（
火
）
14
時
〜

レ
セ
プ
ト

点
検
し
ま
す

日
　
時

7
月
1
日
〜
5
日

13
時
〜
16
時

す
。
な
お
、
今
次
改
定
で
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
、
ギ
ラ
ン
・
バ

レ
ー
症
候
群
の
2
疾
患
が
対
象

に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

に
の
み
や
・
げ
ん
1
9
7
7
年
、
大
阪
府
生
ま
れ
。
琉
球
大
学
人

文
社
会
学
部
教
授
。
専
門
は
比
較
政
治
学
、
福
祉
国
家
論
。
著
作
：『
福

祉
国
家
と
新
自
由
主
義
―
イ
ギ
リ
ス
現
代
国
家
の
構
造
と
そ
の
再
編
』

（
旬
報
社
、
2
0
1
4
年
）、「
新
自
由
主
義
が
も
た
ら
し
た
災
厄
と
し
て

の
新
型
コ
ロ
ナ
危
機
」（『
前
衛
』
2
0
2
0
年
10
月
号
）、「
新
自
由
主
義

と
イ
ギ
リ
ス
福
祉
国
家
」（『
経
済
』
2
0
1
9
年
10
月
号
）
な
ど
。

　
現
在
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
5
年

ぶ
り
の
総
選
挙
が
行
わ
れ
て
い

る
。
世
論
調
査
で
は
、
野
党
労

働
党
が
与
党
保
守
党
を
大
き
く

リ
ー
ド
し
て
い
る
た
め
、
2
0

1
0
年
以
来
14
年
ぶ
り
に
政
権

交
代
が
起
こ
り
労
働
党
政
権
が

誕
生
す
る
の
で
は
な
い
か
と
予

想
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
政
権

交
代
が
イ
ギ
リ
ス
政
治
に
大
き

な
変
化
を
も
た
ら
す
か
と
い
う

と
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
さ

そ
う
だ
。

　
労
働
党
は
、
2
0
1
5
〜
19

年
の
間
コ
ー
ビ
ン
党
首
の
下
で

明
確
に
反
新
自
由
主
義
路
線
を

掲
げ
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
後

党
首
の
座
に
就
い
た
現
党
首
ス

タ
ー
マ
ー
の
下
で
政
策
の
中
道

化
を
図
り
、
大
企
業
や
富
裕
層

を
意
識
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
寄
り
の

路
線
へ
と
舵
を
切
っ
て
き
た
。

実
際
、
今
回
の
選
挙
に
際
し
て

も
、
コ
ー
ビ
ン
を
は
じ
め
と
し

て
党
内
の
数
名
の
左
派
議
員
を

公
認
候
補
と
し
て
認
め
な
い

「
左
派
パ
ー
ジ
」
が
行
わ
れ
て

お
り
、
ス
タ
ー
マ
ー
は
労
働
党

政
権
の
誕
生
が
経
済
界
や
富
裕

層
に
と
っ
て
の
脅
威
と
な
ら
な

い
こ
と
を
懸
命
に
ア
ピ
ー
ル
し

よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
す
る

と
、
労
働
党
へ
の
政
権
交
代
が

起
き
た
と
し
て
も
、
長
ら
く
続

い
て
き
た
新
自
由
主
義
政
治
か

ら
イ
ギ
リ
ス
が
脱
却
す
る
見
込

み
は
薄
そ
う
だ
。

　
し
か
し
、
か
つ
て
コ
ー
ビ
ン

を
労
働
党
党
首
に
押
し
上
げ
た

新
自
由
主
義
に
対
抗
す
る
力
や

運
動
が
消
え
て
し
ま
っ
た
の
か

と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。

地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
に
目
を
向

け
る
と
、
新
自
由
主
義
か
ら
脱

却
し
自
律
的
な
地
域
の
経
済
と

社
会
を
立
て
直
そ
う
と
す
る
動

き
が
着
実
に
根
を
張
り
つ
つ
あ

る
か
ら
で
あ
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
新
自
由
主

義
の
下
で
進
行
し
た
地
場
産
業

の
衰
退
と
、
2
0
1
0
年
代
以

降
の
緊
縮
財
政
に
よ
る
地
方
支

出
の
削
減
と
い
う
二
重
苦
に
直

面
し
て
、
多
く
の
自
治
体
で
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
再
生
の
試
み
が

行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
全
て

が
新
自
由
主
義
か
ら
の
脱
却
を

目
指
し
た
も
の
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や

大
企
業
に
抗
し
て
自
律
的
で
包

摂
的
な
地
域
経
済
と
社
会
を
再

建
し
よ
う
と
す
る
自
治
体
の
取

り
組
み
が
蓄
積
さ
れ
て
き
て
い

る
。

　
そ
の
中
で
も
、
よ
く
注
目
さ

れ
て
い
る
の
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

北
西
部
の
町
プ
レ
ス
ト
ン
で
実

践
さ
れ
て
い
る
「
プ
レ
ス
ト

ン
・
モ
デ
ル
」
だ
。
こ
の
モ
デ

ル
の
特
徴
の
一
つ
は
、
役
所
や

病
院
、
大
学
、
警
察
、
住
宅
協

会
な
ど
の
公
共
的
機
関
を
地
域

に
基
盤
を
置
く
「
ア
ン
カ
ー
機

関
」
と
し
て
位
置
付
け
、
そ
れ

ら
の
公
的
機
関
に
地
域
再
生
の

核
と
な
る
役
割
を
担
わ
せ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
ア
ン
カ
ー
機
関
が
学
校
給

食
や
病
院
の
清
掃
や
洗
濯
な
ど

の
財
や
サ
ー
ビ
ス
を
調
達
す
る

際
に
地
元
業
者
を
優
先
す
る
こ

と
で
、
公
的
予
算
を
地
域
の
外

部
に
流
出
さ
せ
る
の
で
は
な
く

地
元
に
還
流
さ
せ
る
仕
組
み
が

つ
く
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
も

う
一
つ
重
要
な
の
は
、
公
的
調

達
の
受
け
皿
と
し
て
協
同
組
合

や
労
働
者
所
有
を
奨
励
・
支
援

し
て
い
る
こ
と
だ
。
利
益
を
地

元
に
還
流
さ
せ
る
だ
け
で
な

く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体

に
広
く
公
平
に
分
配
し
て
い
く

こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。

　
プ
レ
ス
ト
ン
・
モ
デ
ル
は
、

人
口
規
模
に
比
し
て
大
学
な
ど

比
較
的
に
規
模
の
大
き
な
公
的

機
関
が
複
数
立
地
し
て
い
る
こ

と
な
ど
有
利
な
条
件
に
支
え
ら

れ
て
お
り
、
ど
の
地
域
で
も
同

じ
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な

い
。
た
だ
、
病
院
や
学
校
と

い
っ
た
日
常
生
活
を
支
え
る
基

盤
的
経
済
へ
の
公
的
介
入
を
強

め
拡
充
し
て
い
く
こ
と
で
、
実

際
に
地
域
再
生
が
実
を
結
ん
で

い
る
こ
と
は
重
要
だ
。
コ
ロ
ナ

禍
で
注
目
さ
れ
た
よ
う
に
、
医

療
や
介
護
、
保
育
、
教
育
と

い
っ
た
社
会
サ
ー
ビ
ス
は
、
そ

れ
ら
な
く
し
て
は
私
た
ち
の
日

常
生
活
が
成
り
立
た
な
く
な
る

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
で
あ

る
と
同
時
に
、
実
は
地
域
の
基

盤
的
経
済
を
構
成
す
る
中
核
的

な
分
野
の
一
つ
で
も
あ
る
。
そ

の
意
味
で
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
分

野
に
お
い
て
き
ち
ん
と
生
活
賃

金
が
支
払
わ
れ
る
よ
う
な
労
働

条
件
が
採
用
さ
れ
て
い
る
か
、

十
分
な
環
境
的
配
慮
が
な
さ
れ

て
い
る
か
、
あ
る
い
は
利
益
の

分
配
が
公
正
に
行
わ
れ
て
い
る

か
と
い
っ
た
点
を
公
的
に
管
理

す
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
地
域
経
済
を
自
律

的
で
持
続
可
能
な
方
向
で
再
建

す
る
可
能
性
が
見
え
て
く
る
こ

と
に
な
る
の
だ
。

琉
球
大
学
人
文
社
会
学
部
教
授
　
二
宮
　
元

対
抗
軸

対
抗
軸
をを

探
る
探
る
6

新自由主義からの脱却に向けた地域の試み
 イギリスでの実践から何を学ぶか
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協
会
は
5
月
22
日
、
病
院
幹
部
職
員
を
対
象
に
医
療
政
策

セ
ミ
ナ
ー
を
ウ
ェ
ブ
で
開
催
。「『
新
し
い
地
域
医
療
構
想
』

を
め
ぐ
っ
て
」「
新
し
い
『
様
式
9
』
―
昨
今
の
適
時
調
査

と
様
式
の
変
更
点
」
を
テ
ー
マ
に
協
会
事
務
局
が
解
説
し

た
。
参
加
者
は
1
5
3
人
。

　
中
村
暁
事
務
局
次
長
は
、

「
新
し
い
地
域
医
療
構
想
」
が

第
5
次
医
療
法
改
正
と
都
道
府

県
医
療
費
適
正
化
計
画
の
一
体

的
施
行
を
起
点
と
す
る
「
医
療

制
度
構
造
改
革
」
の
一
連
の
政

策
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
と

言
及
。
地
域
に
お
け
る
病
床
の

機
能
分
化
と
連
携
の
推
進
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
加
え
、
新
た
に
「
か
か
り
つ

け
医
機
能
の
確
保
」
が
加
え
ら

れ
、
医
療
費
の
抑
制
を
主
目
的

と
し
た
医
療
政
策
と
し
て
準
備

さ
れ
て
い
る
と
解
説
し
た
。
新

し
い
地
域
医
療
構
想
策
定
に
向

け
、
医
療
を
提
供
す
る
側
は
真

に
医
療
を
必
要
と
す
る
人
た
ち

に
確
実
に
医
療
を
届
け
る
こ
と

の
で
き
る
医
療
提
供
体
制
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
と
し
た
。

　
西
九
州
新
幹
線
の
車
名
に
昇
格

し
た
「
か
も
め
」
が
そ
れ
ま
で

走
っ
て
い
た
有
明
海
沿
い
の
長
崎

本
線
と
大
村
線
、
絶
景
車
窓
の
海

路
線
が
〝
ふ
た
つ
〞。
キ
ハ
40
と

キ
ハ
47
、
車
両
2
両
を
リ
ノ
ベ
ー

ト
し
た
の
で
〝
4
0
4
7
〞。
内

装
や
調
度
は
「
な
な
つ
星
」
の
魂

が
込
め
ら
れ
た
〝
星
〞。
青
い
海

に
映
え
る
白
い
浜
を
思
わ
せ
る

パ
ー
ル
ホ
ワ
イ
ト
に
チ
タ
ン
製
の

ゴ
ー
ル
ド
ラ
イ
ン
が
輝
く
外
観
。

水
戸
岡
鋭
治
デ
ザ
イ
ン
の
傑
作
で

す
（
写
真
1
）。

　
武
雄
温
泉
駅
で
は
、
博
多
か
ら

の
在
来
線
特
急
と
西
九
州
新
幹
線

が
同
じ
ホ
ー
ム
の
両
側
で
乗
り
換

え
連
絡
し
て
い
ま
す
。
ふ
た
つ
星

午
前
便
に
乗
っ
て
日
本
一
の
干
満

Ｔ
Ｗ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｓ　

ふ
た
つ
星
４
０
４
７

西
九
州
の
海
を
め
ぐ
る
観
光
列
車
（
Ｊ
Ｒ
九
州
）

ト
ー
」
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
「
熱
々

ス
フ
レ
」
が
ラ
ウ
ン
ジ
で
焼
き
上

が
り
、
包
ま
れ
る
甘
く
芳
し
い
薫

り
に
涎よ

だ
れし
て
目
で
楽
し
み
つ
つ
、

長
崎
の
地
酒
「
六
十
餘
洲
」
で
寛

ぎ
ま
す
。
続
い
て
海
近
の
レ
ト
ロ

駅
舎
、
千
綿
駅
に
停
車
（
写
真

3
）。ホ
ー
ム
で
販
売
し
て
い
た
栄

喜
屋
の
イ
イ
ダ
コ
の
ピ
リ
辛
サ
ラ

ダ
と
鶏
の
か
ら
揚
げ
が
絶
品
で
し

た
。
美
味
し
い
麦
焼
酎
「
一
心
不

乱
」
を
手
に
一
心
不
乱
で
楽
し
ん

だ
一
日
で
し
た
（
写
真
4
）。

　
今
回
の
推
し
地
酒
、
佐
賀
の
七

田
（
天
山
酒
造
）
と
長
崎
の
六
十

餘
洲
（
今
里
酒
造
）。

（
ふ
た
つ
星
4
0
4
7

2
0
2
3
年
7
月
乗
）

差
を
誇
る
有
明
海
沿
い
を
長
崎
ま

で
走
り
ま
す
。
肥
前
浜
駅
で
は
、

ホ
ー
ム
に
あ
る
日
本
酒
バ
ー

「H
A
M
A
B
A
R

」
で
、
佐
賀

の
地
酒
を
、純
米
大
吟
醸
、吟
醸
、

純
米
の
三
銘
柄
、
ぐ
い
呑
み
一
杯

ず
つ
飲
み
比
べ
で
き
ま
す
。
純
米

は
鍋
島
と
幸
姫
か
ら
、
吟
醸
は
光

武
と
幸
姫
か
ら
、
大
吟
醸
は
能
古

見
と
竹
の
園
還
ル
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

一
つ
ず
つ
三
種
を
味
わ
う
の
で
す

が
、
全
種
類
を
利
き
酒
し
た
ら
よ

か
っ
た
と
悔
や
ま
れ
る
美
酒
揃
い

で
あ
り
ま
し
た
（
写
真
2
）。「
佐

賀
海
苔
の
試
食
体
験
」
と
い
う
車

内
イ
ベ
ン
ト
で
は
ク
イ
ズ
や
う
ん

ち
ゃ
ん
ぽ
ん
の
お
昼

と
し
ま
す
。
長
崎
か

ら
武
雄
温
泉
ま
で
の

午
後
便
は
波
穏
や
か

な
「
琴
の
海
」
大
村

湾
沿
い
を
走
り
ま

す
。
客
席
は
ア
ジ
ア

の
異
国
客
ば
か
り

だ
っ
た
の
で
、
ラ
ウ

ン
ジ
カ
ー
で
海
を
観

な
が
ら
過
ご
し
ま
し

た
。
午
後
便
の
売
り

で
あ
る
長
崎
の
洋
菓

子
店
「
マ
マ
ン
・
ガ

ち
く
話
で
盛
り
上
が
り
、
長
崎
ま

で
の
美
味
賞
賛
の
ひ
と
と
き
を
、

海
苔
に
合
う
相
性
抜
群
な
ア
テ
と

七
田
と
と
も
に
過
ご
し
ま
し
た
。

　
午
後
便
の
出
発
ま
で
は
本
場
の

　
「
新
し
い
『
様
式
9
』
―
昨

今
の
適
時
調
査
と
様
式
の
変
更

点
」
で
は
、
花
山
弘
事
務
局
長

が
時
間
短
縮
を
除
い
て
は
ほ
ぼ

コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
様
に
実
施
さ

れ
て
い
る
適
時
調
査
の
現
状
を

報
告
し
た
上
で
、
改
定
後
の
届

出
書
添
付
書
類
「
様
式
9
」
を

紹
介
。
時
間
計
上
の
方
法
や
計

算
式
に
大
き
な
変
更
は
な
い

が
、
新
設
の
入
院
料
や
加
算
点

数
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、「
勤

務
体
制
・
申
し
送
り
時
間
」
欄

が
様
式
7
か
ら
移
動
し
た
こ
と

の
他
、
看
護
補
助
体
制
充
実
加

算
の
人
員
基
準
の
計
算
方
法
等

に
つ
い
て
解
説
し
た
。

医
療
費
抑
制
の
地
域
医
療
構
想

看
護
補
助
加
算
の
計
算
法
も
解
説
医療政策
セミナー

お問い合わせは協会事務局まで ☎075-212-8877

病院・診療所で接遇研修をしませんか?
経験豊かな経験豊かな
講師を派遣します講師を派遣します

実際の場面を想定した実技練習など、医療機関の
お困りごとに沿ったオリジナルの研修を実施。
•患者さんからのクレーム対応
•電話対応
•チームパワーアップ研修
•リーダー研修　など

研
修
例

講師派遣元：㈱JAPAN・SIQ協会

村上  匡孝（綴喜）

乗り鉄ドクの

ご希望の日時・内容を事前にお伺いします。
お気軽にお問い合わせ下さい。

vol.22

藤
戸
完
典
氏
（
享
年
65
、
下

京
東
部
）
5
月
3
日
ご
逝
去

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

訃　
報

７月のレセプト受取・締切
○は受付会場設置日、◎は締切日
受付時間：基金９時～17時30分
　　　　　国保９時～17時
　　　　　労災８時30分～17時15分
業務時間：基金９時～17時30分
  　　　　国保８時30分～17時15分
　　　　　労災８時30分～17時15分
（※）オンライン請求
　　 ５～７日 ８時～21時
　　 ８～10日 ８時～24時

基金・
国保
（※）

８日（月）９日（火）10日（水）
― ○ ○◎

労災
締切

電子レセプト
紙媒体オンライン

請求
電子記録
媒体

10日（水）10日（水）10日（水）

日　時   7 月18日（木）  14時～16時
場　所  京都府保険医協会・ルームA～C
講　師 （株）JAPAN・SIQ協会 米谷 徳恵 氏
定　員  20人（１医療機関２人まで。診療所優先）
参加費 1,000円 ※当日徴収
　実践形式の講習を取り入れ、楽しく・わかりやすく・ためになると毎
回好評いただいている研修です。医療従事者に必要な「接遇」の基礎を
しっかり学んでいただけます。

医院・診療所での接遇マナー研修（初級）

お申込は
こちらから

要申込

第77回 定期総会

総　会［Zoomミーティング］ 14時～15時30分
●第207回定時代議員会合併　●2023年度活動報告・決算報告
●2024年度活動方針（案）・予算（案）、決議採択 等

講演会［Zoomウェビナー］ 16時～17時30分
参加対象　会員、家族・スタッフ
演　　題　『源氏物語』のおもしろさ
講　　師　京都先端科学大学教授　山本 淳子氏

懇親会 17時45分～19時15分

  日　　時  7月28日（日）
  開催方法  ハイブリッド［会場＋ウェブ］形式
  場　　所    ホテルグランヴィア京都

総会・講演会 ５階「古今の間」　懇親会 ３階「源氏の間」

創立75周年

　講演要旨　　『源氏物語』とは、貴公子光源氏がロマンチックな恋を繰
り返す、面白おかしい物語である。―そうお思いの方が多いのではないで
しょうか。もちろん、それは間違いではありません。『源氏物語』の制作
を支援した権力者・藤原道長も、そのように考えていました。では、光源
氏はなぜ恋を繰り返すのでしょうか。また、そうした『源氏物語』が、なぜ千年もの間読み継が
れ、今や世界で30を超える国や地域の言葉に翻訳され、読まれているのでしょうか。講演では、
2024年NHK大河ドラマの主人公でもある紫式部が、『源氏物語』に託した思いをお話ししま
す。『源氏物語』と大河ドラマをより深くお楽しみ下さい。

（第207回定時代議員会合併）
※本号に案内チラシ同封

写真 1

写真 2

写真 3

写真 4

お
申
込
は

こ
ち
ら
か
ら

2 0 2 4 年 (令和 6年) 6 月 2 5 日第 3 1 7 2 号 京 都 保 険 医 新 聞 (4)毎月10日･25日発行



「第８次京都府保健医療計画等の施行にあたっての要望事項」要旨

　
人
の
噂
は

噂
で
し
か
な

い
が
、
火
の

な
い
と
こ
ろ

に
煙
は
立
た
な
い
。
今
ち
ま
た

で
人
気
の
ウ
ェ
ブ
漫
画
『
脳
外

科
医 

竹
田
く
ん
』
を
ご
存
じ

だ
ろ
う
か
。
病
院
あ
る
あ
る
で

は
済
ま
さ
れ
な
い
内
容
。
医
療

過
誤
を
繰
り
返
す
若
い
医
師
と

彼
を
取
り
巻
く
環
境
、
状
況
を

笑
い
飛
ば
せ
な
い
。
医
療
過
誤

は
起
こ
ら
な
い
こ
と
が
一
番
い

い
。
し
か
し
医
師
を
取
り
巻
く

環
境
も
含
め
、
残
念
な
が
ら
起

こ
っ
て
し
ま
え
ば
ど
う
す
べ
き

な
の
か
。
も
う
十
数
年
以
上
、

医
療
安
全
に
携
わ
っ
て
い
る
私

も
改
め
て
考
え
直
し
て
し
ま
う

▼
生
成
Ａ
Ｉ
が
こ
こ
2
年
で
急

激
に
進
ん
で
い
る
。
医
療
の
診

断
・
検
査
・
手
術
・
投
薬
・
治

療
の
重
大
な
方
針
決
定
に
関
係

し
て
く
る
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。
自
動
車
運
転
の
全
自
動

も
ほ
ぼ
可
能
に
な
っ
て
き
た
ら

し
い
。
た
だ
し
1
0
0
％
の
安

全
は
ま
だ
あ
り
得
な
い
。
わ
ず

か
な
偶
然
・
誤
動
作
が
起
き
な

い
と
は
限
ら
な
い
。
そ
の
時
、

被
害
者
や
そ
の
家
族
は
仕
方
な

い
と
簡
単
に
納
得
で
き
る
だ
ろ

う
か
▼
Ａ
Ｉ
の
回
答
は
与
え
ら

れ
た
質
問
に
関
連
性
が
あ
り
、

正
確
率
の
高
い
も
の
か
ら
選
ば

れ
て
い
る
と
い
う
。
自
分
が
Ａ

Ｉ
で
運
転
し
た
時
に
例
外
的
な

事
象
に
遭
遇
し
た
ら
、
そ
の
責

任
を
法
的
に
も
解
決
で
き
る
の

か
。
Ａ
Ｉ
に
責
任
転
嫁
し
て
し

ま
え
る
時
代
を
待
つ
前
に
、
今

の
政
治
家
の
裏
金
問
題
も
、
解

決
策
を
Ａ
Ｉ
に
質
問
す
れ
ば
い

い
。
国
民
も
納
得
で
き
る
最
善

の
答
え
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
出

し
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

長
々
と
国
会
で
議
論
す
る
問
題

と
は
到
底
思
え
な
い
。 

（
名
）

　
マ
イ
ナ
保
険
証

に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

は
相
変
わ
ら
ず
多

数
発
生
し
て
お

り
、
利
用
率
も
低

迷
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
6
月
4
日
の
武
見
厚

労
大
臣
の
記
者
会
見
で
「
直
近

の
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率

は
、
全
体
が
4
月
時
点
で
6
・

56
％
、
国
家
公
務
員
共
済
で
は

3
月
時
点
で
5
・
73
％
、
厚
労

省
本
省
で
約
13
％
で
あ
り
、
着

実
に
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
さ
ら
な
る
底
上
げ
が
必

要
で
す
。
そ
の
た
め
5
月
か
ら

7
月
ま
で
『
マ
イ
ナ
保
険
証
利

用
促
進
集
中
取
組
月
間
』
と
し

て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
」
と

発
言
。
と
は
い
い
な
が
ら
4
月

18
日
の
参
院
厚
労
委
員
会
で
、

現
行
保
険
証
は
「
マ
イ
ナ
保
険

証
利
用
率
と
関
係
な
く
12
月
に

廃
止
す
る
」と
答
弁
し
て
い
る
。

　
一
方
で
河
野
デ
ジ
タ
ル
大
臣

は
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
が
進

ま
な
い
の
は
医
療
機
関
側
に
責

任
が
あ
る
と
発
言
。
自
民
党
国

会
議
員
に
対
し
、
マ
イ
ナ
保
険

証
の
利
用
が
で
き
な
い
医
療
機

関
を
「
通
報
」
す
る
よ
う
議
員

の
支
援
者
に
呼
び
か
け
る
要
請

文
書
を
配
布
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
6
月
6
日

の
テ
レ
ビ
朝
日
の
報
道
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
、
現
行
の
保
険
証
と

マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て
解
説

し
た
後
の
患
者
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
、
1
人
は
保
険
証
だ

け
で
受
診
し
た
ら
マ
イ
ナ
保
険

証
で
受
診
し
た
人
が
優
先
さ
れ

不
公
平
感
を
訴
え
て
い
た
。
ま

た
、
も
う
1
人
は
処
方
箋
と
保

険
証
で
薬
局
に
行
っ
た
と
こ
ろ

保
険
証
で
は
な
く
マ
イ
ナ
カ
ー

ド
の
提
出
を
求
め
ら
れ
た
が
、

ま
だ
保
険
証
と
の
紐
付
け
が
な

さ
れ
て
な
か
っ
た
た
め
半
ば
強

制
的
に
紐
付
け
さ
れ
た
と
怒
り

を
述
べ
て
い
た
。

　
保
険
証
の
種
類
に
よ
っ
て
差

別
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
の
か

と
考
え
る
と
、
マ
イ
ナ
保
険
証

の
利
用
人
数
の
増
加
に
応
じ
て

最
大
で
診
療
所
10
万
円
、
病
院

20
万
円
を
一
時
金
と
し
て
支
給

さ
れ
る
こ
と
が
要
因
の
一
つ
に

あ
る
の
で
は
と
思
う
。

　
協
会
は
5
月
14
日
に
談
話

「
医
療
機
関
へ
の
責
任
転
嫁
を

や
め
保
険
証
の
存
続
を
」
を
公

表
し
た
。
引
き
続
き
署
名
活
動

を
行
っ
て
い
く
。
会
員
各
位
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　
ま
た
、
今
回
の
診
療
報
酬
改

定
を
含
め
、
会
員
の
た
め
に
な

る
情
報
提
供
を
行
い
た
い
。
疑

問
点
な
ど
が
あ
れ
ば
何
で
も
お

気
軽
に
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
。

　
保
険
証
存
続
を
求
め
る
運
動

で
、
弁
護
士
会
と
保
険
医
協
会

と
の
協
力
関
係
が
各
地
で
進
ん

で
い
る
。

　
日
本
弁
護
士
連
合
会
は
昨
年

11
月
14
日
、「
マ
イ
ナ
保
険
証

へ
の
原
則
一
本
化
方
針
を
撤
回

し
、
現
行
保
険
証
の
発
行
存
続

を
求
め
る
意
見
書
」
を
発
出
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得

は
任
意
の
原
則
に
反
し
、
特
に

高
齢
者
や
障
害
者
に
申
請
行
為

な
ど
を
課
し
て
保
険
医
療
を
受

け
る
権
利
の
水
準
を
低
下
さ
せ

る
な
ど
数
々
の
弊
害
が
発
生
す

る
と
し
、
現
行
保
険
証
の
発
行

存
続
を
求
め
て
い
る
。

　
6
月
6
日
、
保
団
連
主
催
で

開
催
さ
れ
た
保
険
証
の
存
続
を

求
め
る
国
会
内
集
会
へ
も
日
弁

連
副
会
長
、
埼
玉
弁
護
士
会
会

長
が
出
席
し
て
連
帯
を
訴
え
た
。

　
同
日
、
京
都
で
連
携
し
た
取

り
組
み
を
呼
び
か
け
る
た
め
鈴

木
理
事
長
が
京
都
弁
護
士
会
の

岡
田
一
毅
会
長
と
懇
談
。
岡
田

会
長
と
は
日
弁
連
の
方
針
も
踏

ま
え
て
協
会
と
マ
イ
ナ
保
険
証

問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
を
具

体
化
す
べ
く
協
力
す
る
こ
と
で

一
致
し
た
。

　
協
会
は
京
都
府
に
「
第
8
次

京
都
府
保
健
医
療
計
画
等
の
施

行
に
あ
た
っ
て
の
要
望
事
項
」

（
要
旨
別
掲
）
を
6
月
5
日
に

提
出
し
、
担
当
課
と
懇
談
し

た
。
協
会
か
ら
は
吉
中
理
事
と

事
務
局
2
人
が
参
加
。
京
都
府

か
ら
は
健
康
対
策
課
、
医
療

課
、
医
療
保
険
政
策
課
、
健
康

福
祉
総
務
課
の
4
課
の
6
人
が

対
応
し
た
。

　
京
都
府
は
4
月
か
ら
6
年
間

を
計
画
期
間
と
す
る
「
保
健
医

療
計
画
」
や
「
感
染
症
予
防
計

画
」「
中
期
的
な
医
療
費
の
推

移
に
関
す
る
見
通
し
」「
国
民

健
康
保
険
運
営
方
針
」
を
策

定
・
施
行
し
て
い
る
。
国
は
地

域
医
療
構
想
や
医
師
偏
在
指
標

保険証存続に向け協議

府
民
の
生
命
・
健
康
守
る
医
療
政
策
を

�

医
療
計
画
等
で
京
都
府
に
要
望

１．改正感染症法に基づく感染症予防計画に関する事項
①いかなる事態にあっても確実に医療保障できる体制を目指し、コロナ禍での「留め置き」
問題を検証・総括し公表すること②保健所等の機能強化を図ること③コロナウイルス感染症
発生状況の発表継続、死亡例を調査・把握し発表すること④医療措置協定に関する数値目標
を一層拡大すること⑤第２種協定締結医療機関への一層の財政・物資等の支援拡充について
国へ要請すること
２．医療計画、医師確保計画等に関する事項
①財務省が主張する「地域別単価」や自由開業・自由標榜規制に反対すること②国が用いる
医療需要推計は地域ごとの社会経済的状況や住民の生活実態を踏まえたものとは言えないた
め府独自の推計を実施すること③医師偏在指標の見直しを国に求めること④医師多数都道府
県で医学部臨時定員枠を認めない議論に反対すること⑤医師の働き方改革に関し府内病院の
状況を把握し国に提言すること⑥地域医療構想を国が求める地域医療改変の道具としないよ
うにすること
３．社会保険制度、とりわけ国民健康保険制度に関する事項
①府として国保を守る明確なビジョンを示すこと②国保への公費支援を増額し、国庫負担割
合の引き上げを求めること③税機構による国保料徴収を中止し市町村の滞納相談機能を復活
させること④健康保険証廃止に反対し、次善策として資格確認証交付は全被保険者に職権で
行うよう市町村に要請すること⑤長期収載医薬品の選定療養化の中止を国に求めること、等
４．社会保障で幸せになれる国をめざすための事項
①自助・共助・公助ではなく、社会保障本来の権利性と公的責任を明確化する「社会保障基
本法」制定を国に求めること②財務省が求める「医療費総額管理」ではなく、「量出制入」の
原則で政策を行うこと

　
右
京
・
乙
訓
医
師
会
選
出

の
代
議
員
・
予
備
代
議
員
に

欠
員
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
れ

に
と
も
な
い
京
都
府
保
険
医

協
会
選
挙
規
定
第
32
条
1
項

に
よ
り
、
代
議
員
・
予
備
代

議
員
の
補
欠
選
挙
の
公
示
を

次
の
通
り
行
い
ま
す
。

　
▽
公
示
日
＝
2
0
2
4
年

6
月
25
日
（
火
）

　
▽
締
切
日
時
＝
7
月
2
日

（
火
）
16
時

　
▽
定　
員

　
【
右
京
】
予
備
代
議
員
1

人
　
【
乙
訓
】
代
議
員
3
人
、

予
備
代
議
員
4
人

　
▽
任　
期
＝
25
年
4
月
30

日
ま
で

　
▽
立
候
補
届
出
方
法
＝
立

候
補
さ
れ
る
方
は
所
定
の

「
立
候
補
届
出
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
・
押
印
の
う

え
、
締
切
期
日
ま
で
に
当
該

医
師
会
長
ま
た
は
協
会
事
務

局
気
付
、
京
都
府
保
険
医
協

会
代
議
員
会
議
長
ま
で
ご
提

出
下
さ
い
。

　
立
候
補
届
出
書
は
協
会
事

務
局
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

ま
た
当
該
医
師
会
長
宛
に
も

送
付
し
て
い
ま
す
。

代
議
員
・予
備
代
議
員 

補
選
の
公
示

右
京
・
乙
訓

を
用
い
て
「
医
療
費
の
地
域
差

縮
減
」
を
都
道
府
県
に
実
行
さ

せ
て
い
る
。
国
が
こ
う
し
た
政

策
を
専
ら
医
療
費
適
正
化
（
＝

抑
制
）
を
目
標
と
し
て
推
進
し

て
い
る
こ
と
に
対
し
、
京
都
府

に
は
府
民
の
生
命
・
健
康
を
守

る
立
場
か
ら
医
療
政
策
を
行
う

よ
う
要
望
し
た
。

京都弁護士会の岡田会長と懇談

岡
田
会
長（
左
）と

鈴
木
理
事
長

府
担
当
者（
左
）に
要
望
す
る

吉
中
理
事

マ
イ
ナ
保
険
証
医
療
現
場
で
混
乱

保
険
証
の
種
類
で
差
別
許
さ
れ
ぬ

2 0 2 4 年 （令和 6年） 6 月 2 5 日 第 3 1 7 2 号京 都 保 険 医 新 聞（ 1 ） 毎月10日・25日発行
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◦医師賠償責任保険
◦�休業補償制度�
（所得補償、傷害疾病保険）
◦�針刺し事故等補償プラン
◦�自動車保険・火災保険

TEL 075-212-0303

ご用命は

アミスアミス まで

診
療
報
酬
こ
う
み
る（
小
児
科
・眼
科
）� （
２
面
）

実
情
に
合
わ
せ
て
届
出
を 

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
学
習
会�

（
２
面
）

セ
ミ
ナ
ー 

医
療
費
抑
制
の
地
域
医
療
構
想�

（
４
面
）



　
会
員
の
皆
さ
ま
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
流
行
と
出
生
数
の
激
減

で
外
来
患
者
が
減
っ
て
い
る
の

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
の
臨
時

的
な
加
算
が
た
く
さ
ん
つ
い
た

お
か
げ
で
、
発
熱
外
来
を
し
て

い
た
医
療
機
関
は
保
険
点
数
が

新
型
コ
ロ
ナ
前
よ
り
も
増
え
て

い
た
こ
と
を
経
験
さ
れ
て
い
た

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
関
連
の
加
算
も
徐
々
に

減
っ
て
い
き
、
つ
い
に
今
回
の

改
定
で
は
、
今
ま
で
小
児
科
外

来
診
療
料
を
請
求
時
で
も
算
定

可
能
で
あ
っ
たSA

R
S－

C
O
V
－
2

抗
原
定
性
が
算
定

不
可
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。実
は
、こ
れ
ま
でSA

R
S－

C
O
V
－
2

抗
原
定
性
の
み
な

ら
ず
、SA

R
S－C

O
V
－
2

・

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
抗
原
同
時
検

出
定
性
とSA

R
S－C

O
V
－

2
・
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
抗
原
同
時

検
出
定
性
も
、
小
児
科
外
来
診

療
料
を
請
求
時
で
も
算
定
可
能

で
あ
っ
た
こ
と
で
、
非
常
に
診

療
に
幅
が
出
て
い
た
の
が
、
算

定
不
可
に
な
っ
て
し
ま
い
、
残

念
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
改
定
の
評
価
で
き
る
点
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
小
児
特
定
疾
患
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
料
の
増
点
で
す
。
初
回

は
8
0
0
点
に
な
り
、
ま
た
4

年
ま
で
算
定
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
過
去
に
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
受
け
た
症
状
お
よ

び
疾
病
な
ど
に
か
か
る
治
療
が

終
了
後
、
再
度
治
療
が
終
了
し

た
症
状
お
よ
び
疾
病
等
と
異
な

る
症
状
お
よ
び
疾
病
に
よ
り
受

診
し
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受

け
る
必
要
が
あ
る
と
医
師
が
判

断
す
る
場
合
に
は
、
再
度
初
回

の
8
0
0
点
か
ら
算
定
可
能
と

の
連
絡
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
い
っ
た
ん
良
く

な
っ
て
も
、
年
代
に
よ
っ
て
別

の
問
題
が
起
こ
り
、
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
再
度
始
め
る
こ
と
は

よ
く
あ
り
ま
す
。
点
数
ア
ッ
プ

と
期
間
延
長
に
、
再
開
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
も
認
め
ら
れ
た
の

は
、
こ
こ
ろ
の
問
題
に
対
応
す

る
医
療
の
重
要
性
を
保
険
診
療

で
認
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、

評
価
で
き
る
内
容
で
す
。

　
次
に
、
小
児
科
で
も
算
定
で

き
る
新
し
い
加
算
が
い
く
つ
か

あ
る
の
も
評
価
で
き
ま
す
。
医

療
情
報
取
得
加
算
、
医
療
Ｄ
Ｘ

　
協
会
は
今
次
改
定
で
新
設
さ

れ
た
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の

学
習
会
を
ウ
ェ
ブ
併
用
で
5
月

30
日
に
開
催
し
た
。
参
加
は

ウ
ェ
ブ
57
端
末
、
会
場
5
人
。

　
学
習
会
は
主
に
医
院
向
け
と

し
3
部
構
成
で
実
施
。
ま
ず
協

会
事
務
局
が
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評

価
料
の
基
礎
知
識
を
解
説
し

た
。
評
価
料
（
Ⅰ
）
の
届
出
書

類
の
作
成
や
届
出
方
法
は
、
厚

生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
資
料
を
用
い

て
説
明
。
実
際
に
入
力
す
る
項

目
等
を
案
内
し
た
。

　
次
に
桂
好
志
郎
・
社
会
保
険

労
務
士
が
、「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

評
価
料
届
出
に
係
る
労
働
法

上
の
留
意
点
」（
本
紙
第
3
1

7
0
号
掲
載
）
を
用
い
て
、
定

期
昇
給
と
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
違

い
、
労
働
契
約
を
変
更
す
る
場

合
の
留
意
点
、
労
働
条
件
通
知

書
と
就
業
規
則
の
重
要
性
を
説

明
し
た
。
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価

料
の
施
設
基
準
に
労
働
基
準
法

等
の
順
守
が
明
記
さ
れ
て
い
る

と
し
、
労
働
条
件
の
変
更
を
め

ぐ
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
使
用
者
と
ス
タ
ッ
フ

で
十
分
に
話
し
合
う
こ
と
が
重

要
と
強
調
し
た
。

　
続
け
て
、
廣
井
増
生
・
税
理

士
が
賃
上
げ
促
進
税
制
の
制
度

概
要
を
説
明
。
今
回
の
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
評
価
料
と
併
せ
た
活
用

で
大
き
な
節
税
効
果
が
あ
る
と

し
た
。
ま
た
、
日
頃
医
院
か
ら

寄
せ
ら
れ
る
経
営
関
係
、
特
に

雇
用
関
連
の
相
談
事
例
を
紹
介

し
、
給
与
の
充
実
は
大
変
重
要

だ
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
要
望
は
そ

れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
た

め
、
日
頃
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
肝
要
と
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
。
さ
ら
に
、
賃
上
げ
税
制

で
は
教
育
訓
練
費
が
一
定
額
以

上
増
加
し
た
場
合
に
税
額
控
除

率
の
上
乗
せ
が
で
き
、
有
料
の

外
部
研
修
な
ど
に
参
加
し
た
場

合
に
対
象
と
な
る
と
解
説
。
協

会
の
接
遇
マ
ナ
ー
研
修
会
も
対

象
で
あ
り
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
ほ

し
い
と
案
内
し
た
。（
関
連
4

面
）

　
最
後
に
協
会
事
務
局
か
ら
、

今
回
の
学
習
会
を
評
価
料
の
届

出
の
判
断
の
一
助
に
し
て
も
ら

い
た
い
と
述
べ
、
協
会
は
必
ず

し
も
評
価
料
の
届
出
を
推
奨
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
医
院

の
実
情
に
合
わ
せ
て
判
断
い
た

だ
き
た
い
と
締
め
く
く
っ
た
。

　
Ａ
4
0
0
短
期
滞
在
手
術
等

基
本
料
1
（
日
帰
り
の
場
合
）、

水
晶
体
再
建
術
に
お
い
て
入
院

以
外
で
麻
酔
を
伴
う
手
術
を

行
っ
た
場
合
以
外
で
は
1
3
5

9
点
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
も
と

も
と
2
7
1
8
点
で
あ
っ
た
も

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
半
額
に

な
っ
た
。

　
Ａ
4
0
0
短
期
滞
在
手
術
等

基
本
料
3
が
両
眼
と
片
眼
に
分

か
れ
た
。
こ
れ
は
も
と
も
と
日

本
眼
科
医
会
が
要
望
し
て
い
た

も
の
で
あ
る
。
2
0
2
2
年
度

改
定
で
は
両
眼
で
マ
イ
ナ
ス

6
・
6
％
の
減
額
、
片
眼
で
マ

イ
ナ
ス
10
・
0
％
の
減
額
で

あ
っ
た
が
、
今
次
改
定
で
は
両

眼
マ
イ
ナ
ス
1
・
3
％
減
額
、

片
眼
マ
イ
ナ
ス
2
・
4
％
減
額

と
な
っ
た
。
減
額
幅
は
少
々
減

少
し
た
と
も
言
え
る
。

　
こ
の
改
定
に
よ
り
、
短
期
滞

在
手
術
等
基
本
料
3
の
水
晶
体

再
建
術
（
眼
内
レ
ン
ズ
挿
入
）

の
医
療
費
は
年
間
4
億
円
の
減

額
と
な
る
試
算
が
あ
る
。

　
眼
底
三
次
元
画
像
解
析
が
2

0
0
点
か
ら
1
9
0
点
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
。
こ
の
引
き
下
げ

は
一
般
開
業
医
に
と
っ
て
は
大

き
な
打
撃
に
な
る
。
眼
底
三
次

元
画
像
解
析
は
2
0
0
8
年
か

ら
16
年
間
ず
っ
と
2
0
0
点
で

あ
っ
た
。
昨
今
の
機
器
の
普
及

に
よ
り
、
2
0
2
2
年
で
は
年

間
医
療
費
が
4
0
0
億
円
に
ま

で
膨
れ
上
が
っ
た
こ
と
が
引
き

下
げ
ら
れ
た
一
因
と
の
見
方
が

ン
ザ
感
染
が
疑
わ
れ
る
患
者
で

は
算
定
で
き
な
い
の
は
、
今
ま

で
も
お
か
し
い
決
ま
り
と
感
じ

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
さ
ら
に

新
型
コ
ロ
ナ
の
患
者
ま
た
は
新

型
コ
ロ
ナ
が
疑
わ
れ
る
患
者
に

つ
い
て
も
算
定
で
き
な
く
な
っ

た
の
は
大
問
題
で
し
ょ
う
。
毎

回
新
た
な
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を

加
え
て
い
く
な
ら
、
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
を
疑
わ
れ
る
全
て
の
患

者
で
は
算
定
で
き
な
く
な
り
、

こ
の
加
算
は
誰
も
算
定
で
き
な

く
な
る
で
し
ょ
う
。
全
く
医
療

を
分
か
っ
て
い
な
い
人
が
作
成

し
て
い
る
と
し
か
思
え
ま
せ

ん
。
対
抗
す
る
に
は
、
ウ
イ
ル

ス
感
染
を
疑
っ
て
も
病
名
に
は

付
け
な
い
で
、
小
児
抗
菌
薬
適

正
使
用
支
援
加
算
を
算
定
す
る

こ
と
で
す
。

手
術
実
施
の
医
院
で
減
収
影
響

眼　
科

辻　

俊
明

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
料
が
増
点

小
児
科

松
尾　

敏

あ
る
。
今
回
の
引
き
下
げ
で
年

間
20
億
円
の
眼
科
医
療
費
が
削

減
さ
れ
る
と
い
う
試
算
が
あ
る
。

　
眼
球
内
容
除
去
術
な
ど
七
つ

の
手
術
で
診
療
報
酬
は
引
き
上

げ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

は
日
本
全
国
で
も
年
間
数
千
件

し
か
な
さ
れ
て
い
な
い
手
術
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
点
数
が
上

が
っ
た
手
術
に
よ
り
増
加
す
る

眼
科
の
医
療
費
は
ご
く
わ
ず
か

で
あ
る
。

　
診
療
報
酬
が
上
が
っ
た
注
射

も
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
に
よ
り

増
加
す
る
眼
科
の
医
療
費
は
ご

く
わ
ず
か
で
あ
る
。

　
Ｄ
Ｐ
Ｃ
も
短
期
滞
在
手
術
等

基
本
料
3
も
包
括
医
療
で
あ

る
。
こ
れ
ら
が
引
き
下
げ
ら
れ

る
と
、
そ
れ
を
補
う
た
め
に
医

療
機
関
は
人
件
費
を
下
げ
る
な

ど
の
経
営
努
力
を
強
い
ら
れ
る
。

　
短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料
3

の
水
晶
体
再
建
術
を
算
定
し
て

い
る
の
は
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
以
外
の
小

規
模
病
院
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

病
院
を
受
診
す
る
の
は
、
①
通

院
治
療
で
き
る
病
院
が
近
隣
に

な
い
②
高
齢
の
た
め
全
身
合
併

症
が
あ
り
、
手
術
の
際
は
他
科

の
併
診
が
必
要
③
独
居
で
あ

り
、
付
き
添
い
が
い
な
い
た
め

通
院
が
で
き
な
い
―
な
ど
の
患

者
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
患
者
を

受
け
入
れ
て
い
る
地
方
の
病
院

は
不
採
算
の
た
め
に
手
術
を
止

め
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い

込
ま
れ
る
可
能
性
が
危
惧
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
医
学
的
・
社
会

的
に
白
内
障
の
入
院
手
術
の
必

要
性
が
あ
る
患
者
を
受
け
入
れ

て
い
る
地
方
の
病
院
に
痛
手
が

大
き
い
の
で
あ
る
。

　
政
府
は
病
床
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
強
め
る
地
域
医
療
構
想
を
推

し
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
同

基
本
料
3
の
改
定
は
政
府
の
思

惑
と
連
動
し
て
い
る
と
考
え
る

こ
と
も
で
き
る
。

医院の実情に合わせて届出を
ベースアップ評価料学習会

講師の桂氏（上）
廣井氏（下）

推
進
体
制
整
備
加
算
、
外
来
感

染
対
策
向
上
加
算
に
加
え
、
発

熱
患
者
等
対
応
加
算
、
抗
菌
薬

適
正
使
用
体
制
加
算
な
ど
が
新

た
に
算
定
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
算
定
条
件

は
複
雑
な
も
の
も
あ
り
ま
す

が
、
小
児
科
外
来
診
療
料
で
も

算
定
可
能
な
点
は
評
価
で
き
ま

す
。
コ
ロ
ナ
の
加
点
点
数
と
比

べ
る
と
少
な
い
加
点
で
す
が
、

評
価
で
き
ま
す
。

　
問
題
点
は
複
雑
す
ぎ
る
算
定

要
件
の
も
の
が
多
い
こ
と
で

す
。
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
は

そ
の
最
た
る
も
の
で
す
が
、
私

に
は
解
説
は
不
可
能
で
す
。
ま

た
、
小
児
抗
菌
薬
適
正
使
用
支

援
加
算
の
算
定
に
イ
ン
フ
ル
エ

診療報酬
改定
こうみる6

2024

こ
の
連
載
の
こ
れ
ま
で
の
分
は
こ
ち
ら
か
ら

　４月の薬価改定、６月の診療報酬改定に対応した書籍を発行
しています。①③④は会員には１冊無料で送付しています。追
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A

〈
24
年
度
改
定
関
連
〉

3
疾
患
以
外
の
対
象
特
定
疾
患
が
あ
る
患
者 500500

本紙3170号に署名用紙を同封しました。本紙3170号に署名用紙を同封しました。
署名用紙の追加は協会にお申し出下さい。署名用紙の追加は協会にお申し出下さい。

Ｑ
、
特
定
疾
患
療
養
管
理
料

の
対
象
疾
患
か
ら
、
糖
尿
病
・

脂
質
異
常
症
・
高
血
圧
症
が
除

外
さ
れ
た
が
、
当
該
3
疾
患
以

外
の
対
象
特
定
疾
患
も
主
病
と

し
て
併
せ
て
管
理
を
行
っ
て
い

る
患
者
に
は
、
生
活
習
慣
病
管

理
料
で
は
な
く
、
引
き
続
き
特

定
疾
患
療
養
管
理
料
を
算
定
で

き
る
か
。

Ａ
、
算
定
で
き
ま
す
。
特
定

疾
患
療
養
管
理
料
の
対
象
疾
患

を
定
め
た
特
掲
診
療
料
の
施
設

基
準
等
別
表
第
1
（『
社
会
保

険
診
療
提
要
』
2
0
2
4
年
版

2
4
2
頁
）
に
掲
げ
る
疾
患
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

で
、
そ
の
疾
患
を
主
病
と
し
て

併
せ
て
管
理
を
行
っ
て
い
る
場

合
は
、
引
き
続
き
算
定
可
能
で

や
さ
し
い

電
子
帳
簿
保
存
法
対
応
入
門

2

全
て
の
事
業
者
が

対
象

　
全
て
の
事
業
者
を
対
象
に
、

電
子
取
引
デ
ー
タ
の
電
子
保
存

が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

の
1
月
か
ら
で
す
。
こ
れ
は
大

変
な
こ
と
で
す
が
、
驚
く
の
は

ま
だ
早
い
。「
電
子
保
存
」
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
電
子

取
引
を
行
っ
た
場
合
に
限
っ
て

で
す
。
で
は
、
電
子
取
引
と
は

何
を
指
す
の
か
、
そ
れ
が
問
題

で
す
。

　
電
子
取
引
と
は
「
取
引
情
報

の
授
受
を
電
磁
的
方
式
に
よ
り

行
う
取
引
」（
電
子
帳
簿
保
存

法
2
条
5
号
）
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
Ｅ
Ｄ
Ｉ
取

引（
電
子
商
取
引
）、イ
ン
タ
ー

税理士 税理士 岡田 俊明岡田 俊明

DXDXの波
税 務 編
その対応法

ネ
ッ
ト
に
よ
る
取
引
、
電
子

メ
ー
ル
に
よ
り
取
引
情
報
を
授

受
す
る
取
引
（
添
付
フ
ァ
イ
ル

に
よ
る
場
合
を
含
む
）、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
サ
イ
ト
を
設

け
そ
の
サ
イ
ト
を
通
じ
て
取
引

情
報
を
授
受
す
る
取
引
等
が
該

当
し
ま
す
。そ
れ
で
は
、取
引
情

報
と
は
何
を
指
す
の
か
と
い
う

と
、「
取
引
に
関
し
て
受
領
し
、

ま
た
は
交
付
す
る
注
文
書
、
契

約
書
、
送
り
状
、
領
収
書
、
見

積
書
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る

書
類
に
通
常
記
載
さ
れ
る
事

項
」と
さ
れ
て
い
ま
す（
同
条
）。

　
こ
う
し
た
帳
票
が
電
子
デ
ー

タ
と
し
て
授
受
し
て
い
る
場
合

が
該
当
し
、
全
て
の
取
引
が
紙

で
行
わ
れ
て
い
る
な
ら
関
係
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

業
務
上
の

電
子
取
引
と
は

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。
電
子
メ
ー
ル
や

フ
ァ
ク
ス
で
取
引
し
て
い
ま
せ

ん
か
。
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
や

○
○
Ｐ
ａ
ｙ
で
の
決
済
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
思
い
当
た
る
も

の
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
電
子
メ
ー
ル
で
受
信
し
た
場

合
を
例
に
と
り
ま
す
。
電
子

デ
ー
タ
（
電
磁
的
記
録
）
で
保

存
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
電
子

メ
ー
ル
本
文
に
取
引
情
報
が
記

載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
そ
の
電

子
メ
ー
ル
自
体
を
、
電
子
メ
ー

ル
に
取
引
情
報
（
領
収
書
等
）

が
フ
ァ
イ
ル
添
付
さ
れ
て
い
る

場
合
は
そ
の
添
付
フ
ァ
イ
ル

を
、
そ
れ
ぞ
れ
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス

ク
、
コ
ン
パ
ク
ト
デ
ィ
ス
ク
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
磁
気
テ
ー
プ
、
ク
ラ

ウ
ド
（
ス
ト
レ
ー
ジ
）
サ
ー
ビ

ス
等
に
記
録
・
保
存
す
る
状
態

に
す
る
こ
と
で
す
（
保
存
媒
体

に
つ
い
て
の
定
め
は
あ
り
ま
せ

ん
）。 24

年
7
月

理
事
会
の
開
催

第
4
回
理
事
会

7
月
9
日
（
火
）
14
時
〜

第
5
回
理
事
会

7
月
23
日
（
火
）
14
時
〜

レ
セ
プ
ト

点
検
し
ま
す

日
　
時

7
月
1
日
〜
5
日

13
時
〜
16
時

す
。
な
お
、
今
次
改
定
で
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
、
ギ
ラ
ン
・
バ

レ
ー
症
候
群
の
2
疾
患
が
対
象

に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

に
の
み
や
・
げ
ん
1
9
7
7
年
、
大
阪
府
生
ま
れ
。
琉
球
大
学
人

文
社
会
学
部
教
授
。
専
門
は
比
較
政
治
学
、
福
祉
国
家
論
。
著
作
：『
福

祉
国
家
と
新
自
由
主
義
―
イ
ギ
リ
ス
現
代
国
家
の
構
造
と
そ
の
再
編
』

（
旬
報
社
、
2
0
1
4
年
）、「
新
自
由
主
義
が
も
た
ら
し
た
災
厄
と
し
て

の
新
型
コ
ロ
ナ
危
機
」（『
前
衛
』
2
0
2
0
年
10
月
号
）、「
新
自
由
主
義

と
イ
ギ
リ
ス
福
祉
国
家
」（『
経
済
』
2
0
1
9
年
10
月
号
）
な
ど
。

　
現
在
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
5
年

ぶ
り
の
総
選
挙
が
行
わ
れ
て
い

る
。
世
論
調
査
で
は
、
野
党
労

働
党
が
与
党
保
守
党
を
大
き
く

リ
ー
ド
し
て
い
る
た
め
、
2
0

1
0
年
以
来
14
年
ぶ
り
に
政
権

交
代
が
起
こ
り
労
働
党
政
権
が

誕
生
す
る
の
で
は
な
い
か
と
予

想
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
政
権

交
代
が
イ
ギ
リ
ス
政
治
に
大
き

な
変
化
を
も
た
ら
す
か
と
い
う

と
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
さ

そ
う
だ
。

　
労
働
党
は
、
2
0
1
5
〜
19

年
の
間
コ
ー
ビ
ン
党
首
の
下
で

明
確
に
反
新
自
由
主
義
路
線
を

掲
げ
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
後

党
首
の
座
に
就
い
た
現
党
首
ス

タ
ー
マ
ー
の
下
で
政
策
の
中
道

化
を
図
り
、
大
企
業
や
富
裕
層

を
意
識
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
寄
り
の

路
線
へ
と
舵
を
切
っ
て
き
た
。

実
際
、
今
回
の
選
挙
に
際
し
て

も
、
コ
ー
ビ
ン
を
は
じ
め
と
し

て
党
内
の
数
名
の
左
派
議
員
を

公
認
候
補
と
し
て
認
め
な
い

「
左
派
パ
ー
ジ
」
が
行
わ
れ
て

お
り
、
ス
タ
ー
マ
ー
は
労
働
党

政
権
の
誕
生
が
経
済
界
や
富
裕

層
に
と
っ
て
の
脅
威
と
な
ら
な

い
こ
と
を
懸
命
に
ア
ピ
ー
ル
し

よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
す
る

と
、
労
働
党
へ
の
政
権
交
代
が

起
き
た
と
し
て
も
、
長
ら
く
続

い
て
き
た
新
自
由
主
義
政
治
か

ら
イ
ギ
リ
ス
が
脱
却
す
る
見
込

み
は
薄
そ
う
だ
。

　
し
か
し
、
か
つ
て
コ
ー
ビ
ン

を
労
働
党
党
首
に
押
し
上
げ
た

新
自
由
主
義
に
対
抗
す
る
力
や

運
動
が
消
え
て
し
ま
っ
た
の
か

と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。

地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
に
目
を
向

け
る
と
、
新
自
由
主
義
か
ら
脱

却
し
自
律
的
な
地
域
の
経
済
と

社
会
を
立
て
直
そ
う
と
す
る
動

き
が
着
実
に
根
を
張
り
つ
つ
あ

る
か
ら
で
あ
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
新
自
由
主

義
の
下
で
進
行
し
た
地
場
産
業

の
衰
退
と
、
2
0
1
0
年
代
以

降
の
緊
縮
財
政
に
よ
る
地
方
支

出
の
削
減
と
い
う
二
重
苦
に
直

面
し
て
、
多
く
の
自
治
体
で
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
再
生
の
試
み
が

行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
全
て

が
新
自
由
主
義
か
ら
の
脱
却
を

目
指
し
た
も
の
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や

大
企
業
に
抗
し
て
自
律
的
で
包

摂
的
な
地
域
経
済
と
社
会
を
再

建
し
よ
う
と
す
る
自
治
体
の
取

り
組
み
が
蓄
積
さ
れ
て
き
て
い

る
。

　
そ
の
中
で
も
、
よ
く
注
目
さ

れ
て
い
る
の
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

北
西
部
の
町
プ
レ
ス
ト
ン
で
実

践
さ
れ
て
い
る
「
プ
レ
ス
ト

ン
・
モ
デ
ル
」
だ
。
こ
の
モ
デ

ル
の
特
徴
の
一
つ
は
、
役
所
や

病
院
、
大
学
、
警
察
、
住
宅
協

会
な
ど
の
公
共
的
機
関
を
地
域

に
基
盤
を
置
く
「
ア
ン
カ
ー
機

関
」
と
し
て
位
置
付
け
、
そ
れ

ら
の
公
的
機
関
に
地
域
再
生
の

核
と
な
る
役
割
を
担
わ
せ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
ア
ン
カ
ー
機
関
が
学
校
給

食
や
病
院
の
清
掃
や
洗
濯
な
ど

の
財
や
サ
ー
ビ
ス
を
調
達
す
る

際
に
地
元
業
者
を
優
先
す
る
こ

と
で
、
公
的
予
算
を
地
域
の
外

部
に
流
出
さ
せ
る
の
で
は
な
く

地
元
に
還
流
さ
せ
る
仕
組
み
が

つ
く
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
も

う
一
つ
重
要
な
の
は
、
公
的
調

達
の
受
け
皿
と
し
て
協
同
組
合

や
労
働
者
所
有
を
奨
励
・
支
援

し
て
い
る
こ
と
だ
。
利
益
を
地

元
に
還
流
さ
せ
る
だ
け
で
な

く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体

に
広
く
公
平
に
分
配
し
て
い
く

こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。

　
プ
レ
ス
ト
ン
・
モ
デ
ル
は
、

人
口
規
模
に
比
し
て
大
学
な
ど

比
較
的
に
規
模
の
大
き
な
公
的

機
関
が
複
数
立
地
し
て
い
る
こ

と
な
ど
有
利
な
条
件
に
支
え
ら

れ
て
お
り
、
ど
の
地
域
で
も
同

じ
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な

い
。
た
だ
、
病
院
や
学
校
と

い
っ
た
日
常
生
活
を
支
え
る
基

盤
的
経
済
へ
の
公
的
介
入
を
強

め
拡
充
し
て
い
く
こ
と
で
、
実

際
に
地
域
再
生
が
実
を
結
ん
で

い
る
こ
と
は
重
要
だ
。
コ
ロ
ナ

禍
で
注
目
さ
れ
た
よ
う
に
、
医

療
や
介
護
、
保
育
、
教
育
と

い
っ
た
社
会
サ
ー
ビ
ス
は
、
そ

れ
ら
な
く
し
て
は
私
た
ち
の
日

常
生
活
が
成
り
立
た
な
く
な
る

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
で
あ

る
と
同
時
に
、
実
は
地
域
の
基

盤
的
経
済
を
構
成
す
る
中
核
的

な
分
野
の
一
つ
で
も
あ
る
。
そ

の
意
味
で
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
分

野
に
お
い
て
き
ち
ん
と
生
活
賃

金
が
支
払
わ
れ
る
よ
う
な
労
働

条
件
が
採
用
さ
れ
て
い
る
か
、

十
分
な
環
境
的
配
慮
が
な
さ
れ

て
い
る
か
、
あ
る
い
は
利
益
の

分
配
が
公
正
に
行
わ
れ
て
い
る

か
と
い
っ
た
点
を
公
的
に
管
理

す
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
地
域
経
済
を
自
律

的
で
持
続
可
能
な
方
向
で
再
建

す
る
可
能
性
が
見
え
て
く
る
こ

と
に
な
る
の
だ
。

琉
球
大
学
人
文
社
会
学
部
教
授
　
二
宮
　
元

対
抗
軸

対
抗
軸
をを

探
る
探
る
6

新自由主義からの脱却に向けた地域の試み
 イギリスでの実践から何を学ぶか

新署名にご協力下さい
保団連・協会は秋の国会に向けて現行の健
康保険証を残すことを求める請願署名に取
り組んでいます。

　送金いただいた募金は日本赤十字社を通して全
額被災地域に寄付いたします。
※ 京都銀行からの振込みの場合、手数料は無料です。
※ 本募金は寄付金控除の対象となり、振込票の控え等
とこの記事を保存して下さい。詳しくは顧問税理士
にお尋ね下さい。

　本募金は寄付金控除の対象となりませんが、会
員の皆さまは「募金特別会費」として税務上の必
要経費にできます。本募金の領収書を希望される
場合は保団連ホームページから領収書発行申請を
お願いします。

能登半島の復興に向け
引き続き救援募金にご協力を

協会・医会・保団連107,000会員の力を災害地域に

集まった募金は被災会員のお見舞に

京都府保険医協会

全国保険医団体連合会

■振込先口座　 京都銀行　本店
普通預金　5337117

■口座名義　 京都府保険医協会　能登半島地震
救援募金　理事長鈴木卓
（キョウトフホケンイキョウカイ　
ノトハントウジシン　キュウエンボ
キン　リジチョウスズキタカシ）

■ ゆうちょ口座間
郵便払込番号　00160-0-140346
加入者名　　　全国保険医団体連合会
■ 他銀行間
銀行名　ゆうちょ銀行（9900）
店　名　〇一九 店（019）
種　別　当座　口座番号　0140346
口座名　ゼンコクホケンイダンタイレンゴウカイ
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協
会
は
5
月
22
日
、
病
院
幹
部
職
員
を
対
象
に
医
療
政
策

セ
ミ
ナ
ー
を
ウ
ェ
ブ
で
開
催
。「『
新
し
い
地
域
医
療
構
想
』

を
め
ぐ
っ
て
」「
新
し
い
『
様
式
9
』
―
昨
今
の
適
時
調
査

と
様
式
の
変
更
点
」
を
テ
ー
マ
に
協
会
事
務
局
が
解
説
し

た
。
参
加
者
は
1
5
3
人
。

　
中
村
暁
事
務
局
次
長
は
、

「
新
し
い
地
域
医
療
構
想
」
が

第
5
次
医
療
法
改
正
と
都
道
府

県
医
療
費
適
正
化
計
画
の
一
体

的
施
行
を
起
点
と
す
る
「
医
療

制
度
構
造
改
革
」
の
一
連
の
政

策
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
と

言
及
。
地
域
に
お
け
る
病
床
の

機
能
分
化
と
連
携
の
推
進
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
加
え
、
新
た
に
「
か
か
り
つ

け
医
機
能
の
確
保
」
が
加
え
ら

れ
、
医
療
費
の
抑
制
を
主
目
的

と
し
た
医
療
政
策
と
し
て
準
備

さ
れ
て
い
る
と
解
説
し
た
。
新

し
い
地
域
医
療
構
想
策
定
に
向

け
、
医
療
を
提
供
す
る
側
は
真

に
医
療
を
必
要
と
す
る
人
た
ち

に
確
実
に
医
療
を
届
け
る
こ
と

の
で
き
る
医
療
提
供
体
制
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
と
し
た
。

　
西
九
州
新
幹
線
の
車
名
に
昇
格

し
た
「
か
も
め
」
が
そ
れ
ま
で

走
っ
て
い
た
有
明
海
沿
い
の
長
崎

本
線
と
大
村
線
、
絶
景
車
窓
の
海

路
線
が
〝
ふ
た
つ
〞。
キ
ハ
40
と

キ
ハ
47
、
車
両
2
両
を
リ
ノ
ベ
ー

ト
し
た
の
で
〝
4
0
4
7
〞。
内

装
や
調
度
は
「
な
な
つ
星
」
の
魂

が
込
め
ら
れ
た
〝
星
〞。
青
い
海

に
映
え
る
白
い
浜
を
思
わ
せ
る

パ
ー
ル
ホ
ワ
イ
ト
に
チ
タ
ン
製
の

ゴ
ー
ル
ド
ラ
イ
ン
が
輝
く
外
観
。

水
戸
岡
鋭
治
デ
ザ
イ
ン
の
傑
作
で

す
（
写
真
1
）。

　
武
雄
温
泉
駅
で
は
、
博
多
か
ら

の
在
来
線
特
急
と
西
九
州
新
幹
線

が
同
じ
ホ
ー
ム
の
両
側
で
乗
り
換

え
連
絡
し
て
い
ま
す
。
ふ
た
つ
星

午
前
便
に
乗
っ
て
日
本
一
の
干
満

Ｔ
Ｗ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｓ　

ふ
た
つ
星
４
０
４
７

西
九
州
の
海
を
め
ぐ
る
観
光
列
車
（
Ｊ
Ｒ
九
州
）

ト
ー
」
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
「
熱
々

ス
フ
レ
」
が
ラ
ウ
ン
ジ
で
焼
き
上

が
り
、
包
ま
れ
る
甘
く
芳
し
い
薫

り
に
涎よ

だ
れし
て
目
で
楽
し
み
つ
つ
、

長
崎
の
地
酒
「
六
十
餘
洲
」
で
寛

ぎ
ま
す
。
続
い
て
海
近
の
レ
ト
ロ

駅
舎
、
千
綿
駅
に
停
車
（
写
真

3
）。ホ
ー
ム
で
販
売
し
て
い
た
栄

喜
屋
の
イ
イ
ダ
コ
の
ピ
リ
辛
サ
ラ

ダ
と
鶏
の
か
ら
揚
げ
が
絶
品
で
し

た
。
美
味
し
い
麦
焼
酎
「
一
心
不

乱
」
を
手
に
一
心
不
乱
で
楽
し
ん

だ
一
日
で
し
た
（
写
真
4
）。

　
今
回
の
推
し
地
酒
、
佐
賀
の
七

田
（
天
山
酒
造
）
と
長
崎
の
六
十

餘
洲
（
今
里
酒
造
）。

（
ふ
た
つ
星
4
0
4
7

2
0
2
3
年
7
月
乗
）

差
を
誇
る
有
明
海
沿
い
を
長
崎
ま

で
走
り
ま
す
。
肥
前
浜
駅
で
は
、

ホ
ー
ム
に
あ
る
日
本
酒
バ
ー

「H
A
M
A
B
A
R

」
で
、
佐
賀

の
地
酒
を
、純
米
大
吟
醸
、吟
醸
、

純
米
の
三
銘
柄
、
ぐ
い
呑
み
一
杯

ず
つ
飲
み
比
べ
で
き
ま
す
。
純
米

は
鍋
島
と
幸
姫
か
ら
、
吟
醸
は
光

武
と
幸
姫
か
ら
、
大
吟
醸
は
能
古

見
と
竹
の
園
還
ル
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

一
つ
ず
つ
三
種
を
味
わ
う
の
で
す

が
、
全
種
類
を
利
き
酒
し
た
ら
よ

か
っ
た
と
悔
や
ま
れ
る
美
酒
揃
い

で
あ
り
ま
し
た
（
写
真
2
）。「
佐

賀
海
苔
の
試
食
体
験
」
と
い
う
車

内
イ
ベ
ン
ト
で
は
ク
イ
ズ
や
う
ん

ち
ゃ
ん
ぽ
ん
の
お
昼

と
し
ま
す
。
長
崎
か

ら
武
雄
温
泉
ま
で
の

午
後
便
は
波
穏
や
か

な
「
琴
の
海
」
大
村

湾
沿
い
を
走
り
ま

す
。
客
席
は
ア
ジ
ア

の
異
国
客
ば
か
り

だ
っ
た
の
で
、
ラ
ウ

ン
ジ
カ
ー
で
海
を
観

な
が
ら
過
ご
し
ま
し

た
。
午
後
便
の
売
り

で
あ
る
長
崎
の
洋
菓

子
店
「
マ
マ
ン
・
ガ

ち
く
話
で
盛
り
上
が
り
、
長
崎
ま

で
の
美
味
賞
賛
の
ひ
と
と
き
を
、

海
苔
に
合
う
相
性
抜
群
な
ア
テ
と

七
田
と
と
も
に
過
ご
し
ま
し
た
。

　
午
後
便
の
出
発
ま
で
は
本
場
の

　
「
新
し
い
『
様
式
9
』
―
昨

今
の
適
時
調
査
と
様
式
の
変
更

点
」
で
は
、
花
山
弘
事
務
局
長

が
時
間
短
縮
を
除
い
て
は
ほ
ぼ

コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
様
に
実
施
さ

れ
て
い
る
適
時
調
査
の
現
状
を

報
告
し
た
上
で
、
改
定
後
の
届

出
書
添
付
書
類
「
様
式
9
」
を

紹
介
。
時
間
計
上
の
方
法
や
計

算
式
に
大
き
な
変
更
は
な
い

が
、
新
設
の
入
院
料
や
加
算
点

数
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、「
勤

務
体
制
・
申
し
送
り
時
間
」
欄

が
様
式
7
か
ら
移
動
し
た
こ
と

の
他
、
看
護
補
助
体
制
充
実
加

算
の
人
員
基
準
の
計
算
方
法
等

に
つ
い
て
解
説
し
た
。

医
療
費
抑
制
の
地
域
医
療
構
想

看
護
補
助
加
算
の
計
算
法
も
解
説
医療政策
セミナー

お問い合わせは協会事務局まで ☎075-212-8877

病院・診療所で接遇研修をしませんか?
経験豊かな経験豊かな
講師を派遣します講師を派遣します

実際の場面を想定した実技練習など、医療機関の
お困りごとに沿ったオリジナルの研修を実施。
•患者さんからのクレーム対応
•電話対応
•チームパワーアップ研修
•リーダー研修　など

研
修
例

講師派遣元：㈱JAPAN・SIQ協会

村上  匡孝（綴喜）

乗り鉄ドクの

ご希望の日時・内容を事前にお伺いします。
お気軽にお問い合わせ下さい。

vol.22

藤
戸
完
典
氏
（
享
年
65
、
下

京
東
部
）
5
月
3
日
ご
逝
去

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

訃　
報

７月のレセプト受取・締切
○は受付会場設置日、◎は締切日
受付時間：基金９時～17時30分
　　　　　国保９時～17時
　　　　　労災８時30分～17時15分
業務時間：基金９時～17時30分
  　　　　国保８時30分～17時15分
　　　　　労災８時30分～17時15分
（※）オンライン請求
　　 ５～７日 ８時～21時
　　 ８～10日 ８時～24時

基金・
国保
（※）

８日（月）９日（火）10日（水）
― ○ ○◎

労災
締切

電子レセプト
紙媒体オンライン

請求
電子記録
媒体

10日（水）10日（水）10日（水）

日　時   7 月18日（木）  14時～16時
場　所  京都府保険医協会・ルームA～C
講　師 （株）JAPAN・SIQ協会 米谷 徳恵 氏
定　員  20人（１医療機関２人まで。診療所優先）
参加費 1,000円 ※当日徴収
　実践形式の講習を取り入れ、楽しく・わかりやすく・ためになると毎
回好評いただいている研修です。医療従事者に必要な「接遇」の基礎を
しっかり学んでいただけます。

医院・診療所での接遇マナー研修（初級）

お申込は
こちらから

要申込

第77回 定期総会

総　会［Zoomミーティング］ 14時～15時30分
●第207回定時代議員会合併　●2023年度活動報告・決算報告
●2024年度活動方針（案）・予算（案）、決議採択 等

講演会［Zoomウェビナー］ 16時～17時30分
参加対象　会員、家族・スタッフ
演　　題　『源氏物語』のおもしろさ
講　　師　京都先端科学大学教授　山本 淳子氏

懇親会 17時45分～19時15分

  日　　時  7月28日（日）
  開催方法  ハイブリッド［会場＋ウェブ］形式
  場　　所    ホテルグランヴィア京都

総会・講演会 ５階「古今の間」　懇親会 ３階「源氏の間」

創立75周年

　講演要旨　　『源氏物語』とは、貴公子光源氏がロマンチックな恋を繰
り返す、面白おかしい物語である。―そうお思いの方が多いのではないで
しょうか。もちろん、それは間違いではありません。『源氏物語』の制作
を支援した権力者・藤原道長も、そのように考えていました。では、光源
氏はなぜ恋を繰り返すのでしょうか。また、そうした『源氏物語』が、なぜ千年もの間読み継が
れ、今や世界で30を超える国や地域の言葉に翻訳され、読まれているのでしょうか。講演では、
2024年NHK大河ドラマの主人公でもある紫式部が、『源氏物語』に託した思いをお話ししま
す。『源氏物語』と大河ドラマをより深くお楽しみ下さい。

（第207回定時代議員会合併）
※本号に案内チラシ同封

写真 1

写真 2

写真 3

写真 4

お
申
込
は

こ
ち
ら
か
ら
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